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市
立
米
沢
図
書
館
蔵
『
山
谷
詩
集
注
』
抄
本
翻
刻
・
批
注

―
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」

竹
内
航
治
・
大
島
絵
莉
香

□
□
□

□
□
一
□
は
じ
め
に
←
Ｍ
Ｓ

明
朝

ポ

10

『
山
谷
詩
集
注
』
の
テ
ク
ス
ト
は
、
中
国
宋
代
の
詩
人
・
黄
庭
堅
の

青
年
期
以
降
の
作
品
に
任
淵
が
注
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
庭
堅
は

字
を
魯
直
、
号
を
山
谷
と
い
う
。
日
本
に
同
書
が
伝
来
し
た
後
、
禅
林

に
お
け
る
解
説
が
付
さ
れ
た
抄
本
が
い
く
つ
か
現
存
し
て
お
り
、
今
回

扱
う
『
山
谷
詩
集
注
』
も
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
の
抄
本
の
一
つ
で
あ
る
。

市
立
米
沢
図
書
館
に
『
山
谷
詩
集
注
』
、
ま
た
は
『
山
谷
詩
集
註
』
と
名

の
つ
く
善
本
は
四
種
あ
る
。
『
米
澤
善
本
の
研
究
と
解
題
』
〔
１
〕
に
よ

る
と
、
日
本
の
南
北
朝
刊
本
『
山
谷
詩
集
注
』
二
十
巻
十
冊
、
南
北
朝

刊
本
に
よ
る
抄
本
『
山
谷
詩
集
注
』
二
十
巻
十
冊
、
朝
鮮
古
活
字
印
本

『
山
谷
詩
集
註
』
内
集
二
十
巻
外
集
十
七
巻
別
集
二
巻
二
十
冊
、
ま
た

缺
名
撰
抄
本
『
山
谷
詩
集
注
』
二
十
巻
十
一
冊
、
米
沢
善
本
百
二
十
九

で
あ
る
。
今
回
は
前
述
の
四
番
目
『
山
谷
詩
集
注
』
二
十
巻
、
序
と
年

譜
を
あ
わ
せ
た
十
一
冊
の
古
写
本
を
対
象
と
し
、
翻
刻
・
批
点
を
お
こ

な
っ
た
。(

以
下
、
本
稿
調
査
対
象
の
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
『
山
谷
詩
集

注
』
を
『
山
谷
抄
』
と
す
る
。)

柳
田
征
司
氏
は
「
抄
物
目
録
稿(

原
典

漢
籍
集
類
の
部)

」〔
２
〕
で
同
抄
本
を
「
【
彭
叔
守
仙
抄
黄
山
谷
詩
抄
】
」

の
項
目
に
「
○
黄
山
谷
詩
抄

二
一
巻

彭
叔
守
仙
抄

〔
室
町
末
期
〕

写

彭
叔
自
筆

一
一
冊

市
立
米
沢
図
書
館
蔵
」
と
記
さ
れ
た
。
実

際
に
市
立
米
沢
図
書
館
に
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
本
編
二
十
巻
が
十
冊
、

序
と
年
譜
を
併
せ
た
も
の
が
一
冊
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
柳
田
氏
が
序
と
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年
譜
の
一
冊
を
一
巻
と
し
て
本
編
の
二
十
巻
に
追
加
し
、
あ
わ
せ
て
二

十
一
巻
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
よ
っ
て
『
米
沢
善
本
の
研
究
と

解
題
』
の
『
山
谷
抄
』
と
柳
田
氏
の
指
す
『
黄
山
谷
詩
抄
』
は
同
じ
抄

本
で
あ
る
。

米
沢
本
『
山
谷
抄
』
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
主
に
倉
田
淳
之
介
氏

の
「
東
坡
抄
と
山
谷
抄
」
〔
３
〕
、
根
ヶ
山
徹
氏
の
「
月
舟
壽
桂
講
『
山

谷
幻
雲
抄
』
考
」
〔
４
〕
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
両
氏
の
論
文
か
ら
、
『
山

谷
抄
』
の
作
者
、
他
の
抄
本
か
ら
の
抄
出
に
関
す
る
内
容
の
み
に
限
っ

て
紹
介
す
る
。
倉
田
淳
之
助
氏
は
『
山
谷
抄
』
の
作
者
に
つ
い
て
、
同

抄
巻
頭
の
十
三
人
の
注
家
、
惟
肖
得
嚴
、
瑞
溪
周
鳳
、
江
西
龍
派
、
瑞

巌
龍
惺
、
希
世
靈
彦
、
橫
川
景
三
、
蘭
坡
景
茞
、
天
隱
龍
澤
、
正
宗
龍

統
、
桂
林
德
昌
、
督
溪
德
濬
、
萬
里
集
九
、
月
舟
壽
桂
の
名
が
あ
り
、

さ
ら
に
彭
叔
守
仙(

一
四
九
〇
‐
一
五
五
五)

が
上
記
の
注
家
の
説
を
纏

め
る
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
他
の
注
家
の
説
を
「
○
○
云
」

と
し
て
い
る
の
を
、
彭
叔
守
仙
の
説
を
「
飄
謂
」(

飄
は
彭
叔
守
仙
の
号

・
飄
庵
の
一
字)

と
し
た
こ
と
、
他
の
十
三
人
の
注
家
に
は
彭
叔
守
仙
が

解
説
を
し
て
お
り
、
彭
叔
守
仙
の
注
に
は
何
も
解
説
が
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
上
記
の
こ
と
を
理
由
に
、『
山
谷
抄
』
の
作
者
に

つ
い
て
、
彭
叔
守
仙
自
ら
の
筆
記
で
あ
る
か
、
ま
た
は
そ
の
門
流
の
筆

記
で
あ
る
か
と
の
推
測
を
さ
れ
た
。
同
氏
は
さ
ら
に
『
山
谷
抄
』
の
引

用
元
と
し
て
当
時
、
黄
山
谷
の
最
も
纏
ま
っ
て
い
た
資
料
と
し
て
、
主

に
萬
里
集
九
の
『
帳
中
香
』
、
ま
た
他
の
抄
本
、
書
き
込
み
等
を
『
山
谷

抄
』
の
編
者
が
自
ら
の
意
思
で
抄
出
・
節
略
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
推

測
さ
れ
た
。
ま
た
上
記
の
い
う
編
者
の
意
思
に
よ
る
抄
出
・
節
略
が
原

因
と
な
っ
て
、
『
帳
中
香
』
か
ら
『
山
谷
抄
』
に
抄
出
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

箇
所
の
記
述
の
変
容
、
注
家
名
の
脱
落
の
発
生(

ま
た
注
家
の
違
い)

を

引
き
起
こ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
さ
れ
た
。
倉
田
氏
の
「
東

坡
抄
と
山
谷
詩
」
の
収
め
ら
れ
る
『
米
澤
善
本
の
研
究
と
解
題
』
に
つ

い
て
追
記
し
て
お
く
と
、
同
書
の
「
善
本
解
題
」
ま
た
「
興
讓
館
舊
藏

和
漢
籍
目
録
」
目
録
で
は
、
同
抄
は
「
闕
名
撰
」
と
し
て
あ
る
。

そ
の
後
、
根
ヶ
山
徹
氏
は
「
月
舟
壽
桂
講
『
山
谷
幻
雲
抄
』
考
」
で
山

谷
詩
の
漢
文
抄
を
三
種
類
、
萬
里
集
九
『
帳
中
香
』
、
月
舟
壽
桂
に
よ
る

両
足
院
本
『
山
谷
幻
雲
抄
』(

以
下
、
両
本
と
す
る)

、
同
じ
く
両
本
と

同
一
系
統
で
あ
る
と
い
う
毛
利
・
洞
春
本
『
山
谷
詩
抄
』(

以
下
、
毛
本

と
す
る)

、
彭
叔
守
仙
『
山
谷
抄
』
の
照
合
を
し
、
両
本
と
毛
本
が
い
か

な
る
本
で
あ
る
か
を
検
証
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
根
ヶ
山
氏
は
月
舟
壽
桂

に
よ
る
と
さ
れ
る
両
本
を
林
宗
二
抄
寫
、
毛
本
を
嘯
岳
鼎
虎
抄
寫
と
し

て
い
る
が
、
彭
叔
守
仙
に
よ
る
米
沢
本
『
山
谷
抄
』
に
つ
い
て
は
、
誰
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の
手
に
よ
る
か
を
明
記
し
て
い
な
い
。
ま
た
同
氏
は
米
沢
本
『
山
谷
抄
』

が
主
に
『
帳
中
香
』
を
、
他
に
も
抄
本
等
を
引
い
た
と
い
う
倉
田
氏
の

説
に
基
づ
き
、
『
山
谷
抄
』
に
あ
っ
て
『
帳
中
香
』
に
な
い
箇
所
が(

全

て
で
は
な
い
が)
両
足
院
本
や
洞
春
寺
本
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
同
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
彭
叔
守
仙
は
『
猶
如
昨
夢
』
中
の
「
跋

所
鈔
黄
山
谷
詩
集
」
で
、
「
米
澤
本
は
彭
叔
守
仙
自
ら
が
注
解
に
し
た
が

っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
『
帳
中
香
』
は
八
割
か
ら
九
割
方
を
寫
し
、
月
舟

壽
桂
祕
藏
注
釋
は
「
毫
髮
も
遺
す
無
」
く
書
き
寫
し
た
も
の
な
の
で
あ

る
。」
と
の
意
の
記
述
の
存
在
を
示
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
月
舟
壽

桂
祕
藏
本
は
現
在
消
息
不
明
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
見
ら
れ
な
い
と
い

う
。
現
存
す
る
月
舟
壽
桂
の
系
統
で
あ
る
両
本
、
毛
本
に
あ
っ
て
米
沢

本
『
山
谷
抄
』
に
な
い
識
語
の
存
在
に
関
し
て
は
、
彭
叔
守
仙
が
『
山

谷
抄
』
が
月
舟
壽
桂
秘
蔵
の
本
を
写
し
た
後
、
両
本
、
毛
本
が
改
訂
さ

れ
た
箇
所
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
さ
れ
た
。
さ
ら
に
は
米
沢
本
『
山
谷

抄
』
、
両
本
『
山
谷
幻
雲
抄
』
、
毛
本
『
山
谷
詩
抄
』
の
三
本
は
、
同
一

系
統
の
も
の
を
祖
本
と
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
米
沢
本
は
月
舟
壽
桂
秘

蔵
の
本
の
原
型
を
留
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
さ
れ
た
。

根
ヶ
山
氏
が
彭
叔
守
仙
の
『
猶
如
昨
夢
』
「
跋
所
鈔
黄
山
谷
詩
集
」
を
引

き
合
い
に
出
し
て
、
米
沢
本
『
山
谷
抄
』
の
成
立
を
説
明
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
根
ヶ
山
氏
が
米
沢
本
を
彭
叔
守
仙
に
よ
る
注
釈
で
あ
る
と
捉

え
ら
れ
た
こ
と
も
再
度
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
根
ヶ
山
氏
の
論
考
は

右
記
に
は
留
ま
ら
ず
、
毛
本
が
両
本
に
基
づ
い
て
抄
写
し
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
推
測
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
氏
が
禅
林
に
お
け
る

黄
山
谷
抄
を
広
く
想
定
し
た
う
え
で
研
究
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
つ

い
て
も
紹
介
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
の
紙
幅
の
都
合
上
、
や
む
な

く
省
略
す
る
。

三
氏
の
先
行
研
究
を
米
沢
本
『
山
谷
抄
』
作
者
・
抄
者
に
焦
点
を
絞

っ
て
総
括
す
る
と
、『
山
谷
抄
』
が
大
き
く
み
て
彭
叔
守
仙
に
よ
る
こ
と

は
三
氏
と
も
ほ
ぼ
説
を
同
じ
く
し
、
中
で
も
柳
田
氏
の
み
が
彭
叔
守
仙

の
自
筆
本
と
し
て
い
る
。
柳
田
氏
は
『
山
谷
抄
』
を
彭
叔
守
仙
の
自
筆

と
し
た
根
拠
を
は
っ
き
り
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
彭

叔
守
仙
独
特
の
筆
跡
に
よ
っ
て
彼
の
手
で
あ
る
と
記
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
筆
者(

大
島)

は
彭
叔
守
仙
の
手
と
さ
れ
る
他
の
抄
本

を
未
見
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
『
山
谷
抄
』
筆
者
に
関
し
て
は
先
達

の
研
究
の
紹
介
の
み
に
留
め
る
。

今
回
扱
う
作
品
の
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」
は
、
『
山
谷
抄
』
に
完

全
な
表
記
を
留
め
な
い
た
め
、
以
下
に
詩
と
書
き
下
し
文
を
付
記
す
る
。

な
お
、
書
き
下
し
文
は
同
じ
く
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
の
南
北
朝
本
に
よ
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る
抄
本
『
山
谷
詩
集
注
』
〔
５
〕
の
訓
点
に
よ
る
。

次
二

韻
王
稚
川
客
一

舎
二
首

黄
庭
堅

ノ

カ

ニ

五

更

帰

夢

常

苦

レ

短

ノ

ニ

ヿ
ヲ

一

寸

客

愁

無
レ

奈

レ

多

ノ

シ

ス
ル
ヿ

ヿ
ヲ

慈

母

毎

占

烏

鵲

喜

ジ

ハ

ツ
子
ニ

ラ
ン

ノ

ウ
ラ
ナ
ワ
ン

家

人

應
レ

賦

機

希

歌

ハ

エ
ン

イ
ノ

(

書
き
下
し
文)

王
稚
川
が
客
舎
に
次
韻
す
る
の
二
首

五
更
の
帰
夢

常
に
短
き
こ
と
を
苦
し
み

一
寸
の
客
愁

多
き
こ
と
を

奈

す
る
こ
と
無
し

い
か
ん

慈
母
は
毎
に
占
わ
ん
烏

鵲

の
喜
び

つ
ね

う

じ
や
く

家
人
は
応
に
賦
す
べ
し
機
希
の
歌

ま
さ

え
ん

い

又
身

如
二

病

鶴

翅

翎

短
一

ハ

ノ

シ

ノ

カ

心

似
二

乱

絲

頭

緒

多
一

ハ

ノ

ヅ

ノ

キ
ニ

此

曲

朱

門

歌

不
レ

得

ノ

ニ

ヿ
ヲ

湖

南

湖

北

竹

枝

歌

ノ

タ

(

書
き
下
し
文)

又

身
は
病
鶴
の
翅
翎
の

短

が
如
く

し

れ
い

み
じ
か
き

心
は
乱
絲
の
頭
緒
の
多
き
に
似
た
り

此
の
曲

朱
門
に

歌

こ
と
を
得
ず

う
た
う

湖
南

湖
北

竹
枝
の
歌



- 77 -

←□
二
□
翻
刻

凡
例

一
、
米
沢
善
本
百
二
十
九

缺
名
撰
抄
本
『
山
谷
詩
集
注
』(

以
下
、

米
沢
本)

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
翻
刻
を
行
う
。
翻
刻
に
関
し
て
は

以
下
の
通
り
と
す
る
。

・
異
体
字
・
俗
字
は
可
能
な
限
り
原
型
を
残
す
。

・
朱
書
き
の
合
点
は
「
「
」
で
示
す
。

・
反
点
・
句
点
・
訓
が
あ
る
場
合
も
、
そ
の
ま
ま
翻
字
す
る
。

・
年
号
・
地
名
は
右
傍
線
、
書
名
は
左
傍
線
、
人
名
は
中
傍
線
と

な
っ
て
い
る
朱
引
を
、
そ
の
ま
ま
復
元
す
る
。

一
、
原
文
の
後
に
書
き
下
し
文
を
掲
げ
る
。
そ
の
際
は
以
下
の
通
り

と
す
る
。

・
書
き
下
し
文
の
都
合
や
読
み
手
の
便
宜
の
為
、
句
点
を
増
減
す

る
こ
と
が
あ
る
。

・
異
体
字
・
俗
字
は
常
用
漢
字
体
に
な
お
す
。

・
書
き
下
し
文
は
、
古
文
仮
名
遣
い
と
す
る
。

・
ル
ビ
は
現
代
仮
名
遣
い
と
す
る
。

・
原
本
が
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
濁
点
を

付
し
、
平
仮
名
に
な
お
す
。

・
原
文
が
仮
名
交
じ
り
体
の
場
合
も
、
基
本
的
に
漢
文
の
箇
所
を

書
き
下
す
。

・
短
か
い
句
の
場
合
等
、
書
き
下
さ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

・
書
名
は
『
』
、
引
用
部
分
は
「
」
等
の
記
号
を
付
す
。

・
引
用
元
は
可
能
な
限
り
調
査
し
た
が
、
不
明
で
あ
っ
た
場
合
に

は
「
」
を
付
さ
な
い
。

・
「
香
云(

謂)

」
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
『
帳
中
香
』
中
か
ら
の
引

用
で
他
の
注
家
名
が
な
い
場
合
に
は
、
「
」
を
付
す
。

・
意
味
の
取
り
に
く
い
箇
所
は(

)

で
補
足
す
る
。

一
、
米
沢
本
が
他
の
先
行
す
る
抄
本
か
ら
抄
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
【
先
行
抄
本
調
査
】
と
し
て
掲
げ
た
。
そ
の

際
は
、
以
下
の
通
り
と
す
る
。

・
萬
里
集
九
『
帳
中
香
』(

香
本)

、
月
舟
壽
桂
系
統
の
両
本(

両
本)

、

毛
利
・
洞
春
寺
本(

毛
本)

に
限
る
。
両
本
・
毛
本
は
、
米
沢
本
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よ
り
も
時
代
が
下
る
で
あ
ろ
う
が
、
月
舟
壽
桂
秘
蔵
本
の
所
在

が
知
れ
ぬ
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

・
校
勘
に
つ
い
て
は
、
「
云
々

」
と
「
云
云

」
、
ま
た
異
体
字
・
俗
字

の
違
い
に
つ
い
て
は
記
述
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

一
、
米
沢
本
、
香
本
、
両
本
、
毛
本
に
な
い
識
語
を
一
部
【
補
説
】

と
し
て
掲
げ
る
。

一
、
米
沢
本
『
山
谷
詩
集
注
』
実
物
調
査
に
よ
る
記
述
は
【
調
査

補
注
】
と
し
て
掲
げ
る
。

○
参
考
に
し
た
黄
山
谷
詩
集
の
抄
物
の
諸
本

米
沢
・
写
本(

米
本)

a

〃

・
南
北
朝
刊(

南
北
本)

b
両
足
院
・
月
舟
壽
桂
本(

両
本)

c
毛
利
・
洞
春
寺
本(

毛
本)

d
天
理
・
張
中
香
本(

香
本)

e
蓬
左
文
庫
本(

蓬
本)

f以
下
の
画
像
は
大
島
が
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
、
市
立
米
沢
図

書
館
に
て
撮
影
し
た
、
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
『
山
谷
詩
集
注
』
二
十

巻(

米
沢
善
本
百
二
十
九)

の
画
像
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
へ
の
掲
載
の

許
可
を
市
立
米
沢
図
書
館
よ
り
い
た
だ
い
て
い
る
。

(

大
島
記)

山
谷
詩
集
注

一
冊
目

巻
一

一
葉
表(

左
側)
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一
冊
目

巻
一

十
四
葉
裏
と
十
五
葉
表

十
五
葉
表
の
四
行
目
か
ら
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」
に
入
る
。

一
冊
目

巻
一

十
五
葉
裏
と
十
六
葉
表

上
画
像
の
続
き
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△
次
韻
王
稚
川
云
々

「
元
豊
三
年
春
、北
京
解
レ

官
後
、至
京
师
作
、先
生
年
三
十

六
、

「
年
譜
曰
、元
豊
三
年
庚
申
、是
歳
春
、山
谷
在
京
师
、盖
罷
北

京
教
官
、後
赴
吏
部
、改
官
、得
レ

知
二

吉
州

太
和
縣
一

、其
秋
自

汴
京
帰
江
南
、

「
此
篇
以
下
、洪
玉
父
所
編
退
聴
堂
之
作

也
、

「
又
年
譜
末
曰
、
後
篇
欸
乃
歌
、有
長
安
城
中
花
片
飛
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

盖
春
晩
時
也
、

「
東
都
輛
畧

言
行
彔
無
王
稚
川
傳
、

「
豫
章
外
集
第
一
、次
韻
答
叔
原
會
寂
照
房
、呈
稚
川
詩
云
、

我
家
猶
北
門
、王
子
渺
湖

湘
、云
々

「
外
集
六
、亦
次
韻
稚

川
、

△
次
韻
王
稚
川
云
々

「
元
豊
三
年
春
、
北
京
に
て
官
を
解
か
れ
し
後
、
京
師
に
至
り
て
の
作
。

ほ
く
け
い

先
生

年
三
十
六
。

「(

任
淵
に
よ
る)

「
年
譜
」
に
曰
は
く
、
「
元
豊
三
年

庚

申
、
是
の

か
の
え
さ
る

歳
の
春
、
山
谷
は
京
師
に
在
り
。
蓋
し
北
京
の
教
官
を
罷
め
し
後
、
吏

や

部
に
赴
き
官
を
改
め
ら
れ
吉
州
太
和
縣
に
知
た
る
を
得
た
り
。
其
の
秋

ち

汴
京
よ
り
江
南
に
帰
る
」
と
。

「
此
の
篇
以
下
は
、
洪

玉

父
の
編

べ
ん
け
い

こ
う
ぎ
よ
く

ふ

め
る
所
の
退
聴
堂
の
作
な
り
。

「
又
「
年
譜
」
の
末
に
曰
は
く
、「
後

た
い

し

ど
う

篇
の
「
欸
乃
歌
」
に
、
「
長
安
城
中
花
片
飛
」(

長
安
城
中

花
片
飛
ぶ)

あ
い
だ
い

と
有
り
。
蓋
し
春
晩
の
時
な
り
」
と
。

「
『
東
都
事
略
』『
言
行
録
』

に
王
稚
川
伝
無
し
。

「
『
豫
章
外
集
』
第
一
の
、
「
次
韻
答
叔
原
会
寂

照
房
呈
稚
川
詩
」(

次
韻
し
て
叔

原
の
寂

照

房
に
会
し
て
稚
川
に
呈

し
ゆ
く
げ
ん

じ
や
く
し
よ
う
ぼ
う

か
い

す
る
詩
に
答
ふ)

に
云
は
く
、
「
我
家
猶
北
門
、
王
子
渺
湖
湘(

我
が
家

猶
ほ
北
門
、
王
の
子
ら

湖
湘
に
渺
た
り
／
自
分
―
黄
庭
堅
―
は
ま

だ
こ
の
北
京
に
い
る
が
、
君
―
王
氏
―
の
子
ら
は
遠
い
湖
湘
地
方
に
い

る)

云
々

」
と
。

「
『
外
集
』
六
も
亦
た
稚
川
に
次
韻
す
。

【
語
注
】

○
元
豊
三
年
（
一
〇
八
〇
）
、
黄
庭
堅
は
京
師
に
あ
っ
た
。
王
稚
川
の
邸

宅
を
訪
問
し
て
、
彼
の
詩
に
次
韻
し
た
も
の
。
黄

『
黄
山
谷
年
譜
』

こ
う
し
ゆ
ん

（
以
下
、
『
黄
譜
』
と
略
称
）
に
よ
る
と
、
同
時
に
王
稚
川
と
数
首
ほ
ど

次
韻
し
て
い
る
。
黄

は
『
山
谷
別
集
』
の
編
者
で
も
あ
る
。
黄

に
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先
立
ち
、
任
淵
は
『
内
集
詩
注
』
の
目
録
に
黄
庭
堅
の
年
譜
を
付
し
て

お
り
、『
黄
譜
』
は
任
淵
の
年
譜
と
注
を
取
り
入
れ
て
編
ま
れ
た
。
浅
見

洋
二
氏
「
黄
庭
堅
詩
注
の
形
成
と
黄

『
山
谷
年
譜
』
―
真
蹟
・
石
刻

の
活
用
を
中
心
に

」(

『
集
刊
東
洋
學
』
百
号
特
別
記
念
号
、
二
〇
〇

八
年)

参
照
。

○
北
京
―
大
名
府
。
今
の
河
北
省
大
名
県
。

○
京
師

―
汴
京
（
開
封
）
。
今
の
河
南
省
開
封
市
。

○
年
譜
―
『
黄
譜
』
に
該

当
箇
所
は
な
く
、
任
淵
『
内
集
詩
注
』
巻
一
目
録
年
譜
に
見
え
る
。
ま

た
後
文
の
「
年
譜
末
」
も
、
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」
に
付
さ
れ
た
巻

一
目
録
注
「
彭
山
黄
氏
有
山
谷
手
寫
此
詩
、
題
云
「
王
谹
稚
川
元
豐
初

調
官
京
師
云
云
」
。
當
是
山
谷
北
京
解
官
後
至
京
師
所
作
。
後
篇
欸
乃
歌

有
「
長
安
城
中
花
片
飛
」
、
蓋
春
晩
時
也
」
の
後
半
部
分
を
指
す
（
引
用

は
中
国
古
典
文
学
叢
書
『
山
谷
詩
集
注
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

三
年
）
に
拠
る
。
以
下
、
語
注
に
お
け
る
『
内
集
詩
注
』
の
引
用
に
は

同
書
を
用
い
る
）
。
山
谷
抄
は
『
内
集
詩
注
』
に
対
す
る
注
釈
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
目
録
に
見
え
る
内
容
を
わ
ざ
わ
ざ
書
き
込
む
の
は

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
川
瀬
一
馬
氏
『
五
山
版
の
研
究
』（
日
本
書
籍
商
業

協
同
組
合
、
一
九
七
〇
年
）
に
よ
る
と
、
南
北
朝
覆
宋
刊
『
内
集
詩
注
』

の
諸
本
が
存
在
し
、
巻
首
に
目
録
・
年
譜
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
今
回
調
査
し
え
た
範
囲
で
は
、
川
瀬
氏
が
挙
げ
る
諸
本
の
う
ち
、

米
沢
図
書
館
本
・
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
本
（
同
研
究
所
漢
籍
善

本
全
文
影
像
資
料
庫
の
画
像
に
よ
る
）・
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
（
同
図

書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
画
像
に
よ
る
）
・
両
足
院
本
に
は
目

録
が
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
岩
瀬
文
庫
本
に
は
付
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

蓬
左
文
庫
に
は
室
町
期
の
写
本
『
内
集
詩
注
』（
今
回
参
考
と
し
た
蓬
本
）

が
収
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
も
目
録
は
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え

る
に
、
あ
る
い
は
南
北
朝
・
室
町
期
に
は
目
録
付
／
目
録
欠
の
二
種
類

の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
、
山
谷
抄
の
講
抄
者
た
ち
が
広
く
利
用
で
き
た

の
は
目
録
を
欠
く
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
目
録
付
き
の
テ

キ
ス
ト
は
貴
重
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
内
容
を
抄
と
し
て
書
き
残
し
た

と
も
推
測
で
き
る
。
た
だ
し
今
回
調
べ
ら
れ
な
か
っ
た
テ
キ
ス
ト
も
多

く
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
。
な
お
目
録
を

欠
く
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
加
藤
国
安
氏
「
黄
庭
堅
釈
析
―
年
譜
・

世
系
と
十
七
歳
ま
で
の
足
跡
」
（
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』

第
二
十
一
輯
、
二
〇
〇
九
年
）
に
も
指
摘
が
あ
る
。

○
吉
州

太
和

縣
―
今
の
江
西
省
泰
和
県
。

○
此
篇
以
下
―
洪
炎
、
字
は
玉
父
。

黄
庭
堅
の
甥
で
あ
り
『
内
集
』
の
編
者
。
退
聴
堂
と
は
、
元
豊
八
年
（
一

〇
八
五
）
黄
庭
堅
が
秘
書
省
校
書
郎
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
の
住
居
。
洪

炎
「
豫
章
黄
先
生
退
聽
堂
録
序
」
に
よ
れ
ば
、
黄
庭
堅
自
ら
編
ん
だ
詩
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集
『
退
聽
堂
録
』
が
あ
り
、
洪
炎
は
元
祐
三
年
（
一
〇
八
八
）
に
庭
堅

か
ら
そ
れ
を
見
せ
ら
れ
た
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
詩
は
、
太
和
県
時
代

（
元
豊
四
年
（
一
〇
八
一
）
～
六
年
（
一
〇
八
三
）
）
の
作
は
数
篇
の
み
、

徳
平
鎮
時
代
（
元
豊
七
年
（
一
〇
八
四
）
）
の
作
は
現
存
し
て
い
る
中
の

四
、
五
割
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
一
方
で
校
書
郎
以
降
の
作
は
ほ
ぼ
取
ら

れ
て
い
た
。
洪
炎
は
『
内
集
』
を
編
む
際
に
『
退
聽
堂
録
』
以
後
の
詩

文
を
加
え
、
そ
れ
よ
り
前
の
詩
と
し
て
は
「
古
風
二
篇
」
（
「
古
風
二
首

上
蘇
子
瞻
」
。
『
内
集
詩
注
』
巻
一
の
冒
頭
に
配
さ
れ
る
）
の
み
を
取
っ

た
。
大
野
修
作
氏
「
黄
庭
堅
集
の
テ
キ
ス
ト
」
（
『
鹿
児
島
大
学
文
科
報

告
』
第
十
九
号
第
一
分
冊
、
一
九
八
三
年
）
参
照
。「
洪
玉
父
の
編
め
る

所
の
退
聴
堂
の
作
」
と
は
、
正
確
に
い
え
ば
「
洪
炎
が
『
内
集
』
を
編

む
際
に
拠
っ
た
、
黄
庭
堅
『
退
聽
堂
録
』
中
の
作
」
で
あ
る
。
香
本
は

「
洪
玉
父
所
編
、
自
此
篇
而
退
聽
堂
之
作
」
と
し
て
お
り
、
米
沢
本
よ

り
も
正
確
な
表
現
で
あ
る
。

○
後
篇
欸
乃
歌
―
前
述
の
通
り
こ
こ

は
『
内
集
詩
注
』
巻
一
目
録
注
か
ら
の
引
用
。
欸
乃
歌
と
は
、
「
次
韻
王

稚
川
客
舎
二
首
」
の
次
に
配
さ
れ
る
「
王
稚
川
既
得
官
都
下
、
有
所
盼

未
歸
。
予
戲
作
林
夫
人
欸
乃
歌
二
章
與
之
。
竹
枝
歌
本
出
三
巴
、
其
流

在
湖
湘
耳
。
欸
乃
湖
南
歌
也
」
を
指
す
。

○
東
都
輛
畧
―
宋
・
王

偁

お
う
し
よ
う

撰
『
東
都
事
略
』
。
北
宋
期
の
事
跡
を
記
し
た
史
書
。

○
言
行
彔
―

朱
熹
撰
、
李
幼
武
補
編
『
宋
名
臣
言
行
録
』
の
こ
と
。
黄
庭
堅
抄
物
で

は
、
人
物
の
事
跡
を
掲
げ
る
の
に
し
ば
し
ば
『
東
都
事
略
』
『
宋
名
臣
言

行
録
』
を
引
く
。

○
豫
章
外
集
―
『
豫
章
先
生
文
集
』
「
外
集
」
。
四

庫
全
書
本
『
山
谷
集
』

(

明
・
嘉
靖
刻
本
『
豫
章
先
生
文
集
』
系)

外
集

巻
一
に
該
詩
あ
り
。「
客
愁
非
一
種
、
歴
亂
如
蜜
房
。
食
甘
念
慈
母
、
衣

綻
懷
孟
光
。
我
家
猶
北
門
、
王
子
渺
湖
湘
。
寄
書
無
鴈
來
、
衰
草
漫
寒

塘
。･

･
･

」
。
な
お
、
史
容
『
外
集
詩
注
』
で
は
巻
七
に
該
詩
を
配
す
。

○
叔
原
―
晏
幾
道
。
北
宋
の
人
。
字
は
叔
原
、
号
は
小
山
。
詞
に
優
れ
、

父
親
の
晏
殊
と
と
も
に
「
二
晏
」
と
称
さ
れ
る
。
黄
庭
堅
と
親
交
が
あ

り
、
四
部
叢
刊
本
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
巻
十
六
に
「
小
山
集
序
」
あ

り
。
○
外
集
六
、
亦
次
韻
稚
川
―
『
外
集
』
巻
六
（
四
庫
全
書
本
『
山

谷
集
』
）
に
王
稚
川
に
次
韻
し
た
も
の
と
し
て
「
病
起
次
韻
和
稚
川
進
叔

倡
酬
之
什
」
「
稚
川
約
晩
過
進
叔
次
前
韻
贈
稚
川
并
呈
進
叔
」
の
二
首
を

載
せ
る
。
香
本
は
「
外
集
第
六
」
と
し
て
こ
の
二
首
の
題
と
本
文
を
引

用
し
て
お
り
、
米
沢
本
は
香
本
を
節
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

竹
内
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
△
次
韻
王
稚
内
云
々
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香
本
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」

両
本
・
毛
本
「
次
韻
王
―
」

○
元
豊
三
年
～
三
十
六

香
本
、
「
元
豊
三
年
庚
申
公
三
十
六
歳

在
京
師
作

年
譜
云
當
是

山
谷
北
京
官
解
後
至
京
師
所
作(

欸
乃
歌･

･
･
)

」
と
作
す
。

あ
い
だ
い

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
後
」
を
「
后
」
に
作
す
。
「
先
生
」

な
し
。

○
年
譜
曰
～
帰
江
南

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
後
」
を
「
后
」
、
「
太
」
を
「
大
」
、

「
帰
」
を
「
皈
」
と
作
す
。
こ
の
後
、「
或
云
、
此
詩
全
体

代
稚
川
而
作
。
言
稚
川
之
意
也
」
と
、
米
沢
本
に
な
い
記

述
が
続
く
。

○
此
篇
以
下
～
之
作
也

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
此
篇
以
下
」
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
一
致
。

○
又
年
譜
～
晩
時
也

香
本
、
「
又
年
譜
末
曰
」
な
し
。
「
盖
」
を
「
葢
」
と
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
又
年
譜
末
曰
」
を
「
又
云
」
、「
後
」

を
「
后
」
に
作
す
。

○
東
都
～
王
稚
川
傳

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
輛
」
を
「
事
」
、
「
彔
」
を
「
録
」
と
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
預
章
外
集
～
云
々

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
云
々

」
を
「
云
云

」
と
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
外
集
六
～
稚
川

香
本
、
「
外
集
第
六
病
起
次
韻
王
稚
川
進
叔
倡
酬
之
什(

詩
の
題)

云

･
･
･

」
と
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

「
元
豊
」
か
ら
「
江
南
」
ま
で
は
両
本
・
毛
本
に
一
致
し
、
香
本
と

一
致
す
る
箇
所
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。
そ
の
後
の
「
此
篇
以
下
」
か
ら

「
晩
時
也
」
ま
で
は
同
様
の
記
述
が
香
本
、
ま
た
両
本
・
毛
本
に
は
あ

る
が
、
香
本
は
「
此
篇
以
下
」
、
「
又
年
譜
末
曰
」
が
な
く
、
両
本
・
毛

本
に
は
あ
る(

「
又
年
譜
末
曰
」
が
「
又
曰
」
に
な
っ
て
は
い
る
が)

こ

と
か
ら
、
こ
の
箇
所
は
香
本
よ
り
も
月
舟
壽
桂
系
統
の
両
本
・
毛
本
の

方
が
米
沢
本
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。「
東
都
」
以
下
は
香
本
に
の
み
に
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あ
る
た
め
、
香
本
か
ら
引
用
、
ま
た
節
略
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

題
注

「
彭
山
黄
氏
云
々

、年
譜
目
彔
云
、彭
山
黄
氏
有
山
谷

手
寫
此
詩
、
題
云
、王
谹
稚
川
元
豊
初
、
調
官
京
师
、
云
々

ヽ

ヽ

カ
ウ

書
字
作
寫
、
詩
字
下
、
有
題
字
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

「
谹
、
乎
萌
切
、谷
中
響
、
亦
作
美
、見
礼
部
匀
、

ヽ

「
「
彭
山
の
黄
氏
云
々

」
、
「
年
譜
」
の
「
目
録
」
に
云
は
く
、
「
彭
山
の

黄
氏
に
山
谷

手
づ
か
ら
此
の
詩
を
写
す
有
り
て
、題
し
て
云
は
く
、「
王

谹
稚
川

元
豊
の
初
め
、
官
を
京
師
に
調
ば
る
る
云
々

」
と
」
と
。「
書
」

こ
う

え
ら

の
字
を
「
写
」
す
に
作
る
。
「
詩
」
の
字
の
下
に
「
題
」
の
字
有
り
。

「
「
谹
」
は
、
乎
萌
の
切
。「
谷
中
の
響
き
な
り
」
亦
た
美
に
作
る
。『
礼
部
韻
』

こ
う

こ

ほ
う

せ
つ

こ
う

れ
い

ぶ

い
ん

に
見
ゆ
。

【
語
注
】

○
便
宜
の
た
め
任
淵
の
詩
題
注
を
掲
げ
て
お
く
。「
彭
山
黄
氏
有
山
谷
手

書
此
詩
云
、
「
王
谹
稚
川
元
豐
初
調
官
京
師
、
寓
家
鼎
州
、
親
年
九
十
餘

矣
、
嘗
閲
貴
人
家
歌
舞
、
醉
歸
、
畫
其
旅
邸
壁
間
云
、
「
鴈
外
無
書
為
客

久
、
蛩
邊
有
夢
到
家
多
。
畫
堂
玉
佩
縈
雲
響
、
不
及
桃
源
欸
乃
歌
」
。
余

訪
稚
川
於
邸
中
而
和
之
」
」
。

○
彭
山
黄
氏
―
未
詳
。
浅
見
洋
二
氏
「
校

勘
か
ら
生
成
論
へ
―
宋
代
の
詩
文
集
注
釋
、
特
に
蘇
黄
詩
注
に
お
け
る

眞
蹟
・
石
刻
の
活
用
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
第
六
十
八
巻

第
一
号
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
こ
の
人
物
に
つ
い
て
は
、
他
に
『
内

集
詩
注
』
巻
十
二
「
次
韻
楊
明
叔
四
首
」
注
お
よ
び
『
別
集
詩
注
』
巻

下
「
明
叔
恵
示
二
頌
」
詩
題
注
に
黄
庭
堅
の
真
筆
を
蔵
す
る
者
と
し
て

見
え
る
。

○
年
譜
目
彔
―
前
段
の
語
注
で
述
べ
た
よ
う
に
、
該
当
箇

所
は
『
内
集
詩
注
』
巻
一
目
録
注
に
見
え
る
。
彭
山
の
黄
氏
が
黄
庭
堅

の
真
筆
を
有
す
る
こ
と
を
、
任
淵
は
本
詩
の
詩
題
注
に
も
記
し
て
い
る
。

米
沢
本
の
こ
の
部
分
は
、
詩
題
注
と
目
録
注
の
文
字
の
異
同
を
指
摘
し

た
も
の
。

○
礼
部
韻
―
『
禮
部
韻
略
』。
北
宋
・
景
祐
四
年

(

一
〇
三

七
年)

、
丁
度
ら
撰
。
五
巻
。
韻
目
二
〇
六
韻
。
九
五
九
〇
字
を
収
録
。

て

い

ど

「
礼
部
」
は
科
挙
を
担
当
し
て
い
た
役
所
。『
禮
部
韻
略
』
は
科
挙
に
応

ず
る
者
の
た
め
に
作
ら
れ
た
簡
略
版
の
韻
書
。
現
存
す
る
も
の
と
し
て

北
宋
期
に
増
訂
さ
れ
た
『
附
釋
文
互
註
禮
部
韻
略
』
と
、
南
宋
・
毛
晃
、

も
う
こ
う

毛
居
正
父
子
『
増
修
互
註
禮
部
韻
略
』
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
『
増
修

互
註
禮
部
韻
略
』
下
平
声
十
三
耕
韻
の
小
韻
「
宏
」
に
「
乎
萌
切
」
と



- 85 -

あ
り
、「
美
」
字
の
語
注
に
「
谷
中
響
。
又
大
聲
。
揚
雄
曰
、
隱
隱
美
美
。

、

亦
作
谹
」
と
あ
る
。
な
お
、
名
古
屋
市
大
須
観
音
宝
生
院
の
大
須
文
庫

、

に
宋
刊
本
『
禮
部
韻
略
』
を
蔵
す
る
。
水
谷
誠
氏
「
真
福
寺
本
『
禮
部

韻
略
』
に
つ
い
て
」
（
『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
第
十
一
号
、
一
九
九
九

年
）
に
よ
る
と
、
大
須
文
庫
本
は
『
附
釋
文
互
註
禮
部
韻
略
』
以
前
の

姿
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
。

(

語
注

竹
内
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
題
注
～
有
題
字

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
題
注
云
」
と
作
す
。
「
年
譜
目
録
云
」
の
上

の
「
彭
山
黄
氏
云
々

」
な
し
。
「
題
字
」
を
「
題
一
字
」
と

作
す
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
谹
～
礼
部
匀

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
見
」
を
「
詳
見
」
と
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
「
注
谹
胡
萌
反
、
耕
匀
谷
中
響
、
又
谷
空
也
」
と

作
す
。

【
調
査
補
足
】

「
谹
、
乎
萌
切
、
谷
中
響
」
の
「
谷
」
が
も
と
は
「
谷
」
と
あ
っ
た

朱
引
を
水
ら
し
き
も
の
で
薄
め
た
、
ス
リ
ケ
シ
の
形
跡
あ
り
。
お
そ
ら

く
黄
山
谷
の
「
谷
」
の
字
と
思
い
違
い
、
咄
嗟
に
書
き
付
け
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

「
調
官
、前
漢
張
湯
傳
、調
茂
陵
尉
、师
古
注
云
、調
、選
、
以
為

此
官
也
、

「
鼎
州
、勝
覧
第
三
十
、湖
北
路
十
五
州
中
、常
德
府
古
鼎
州
、

有
桃
源
、

「
寓
家
、言
稚
川
使
其
母
及
夫
人
一

、寓
中

鼎
州
上

、而
其
身
在

ヲ

下
二

京
师
、

甞
閲
云
々

言
貴
人
歌
舞
之
時
稚
川
亦
閲
二

其
座
一

酔
帰

「
「
調
官
」
、
『
前
漢
』
の
「
張
湯
伝
」
、
「
茂
陵
の
尉
に
調
ば
る
」
。
師
古

え
ら

の
注
に
云
は
く
、
「
調
は
選
な
り
。
以
て
此
の
官
と
為
る
な
り
」
と
。

「
「
鼎
州
」
、『
勝
覧
』
第
三
十
、「
湖
北
路
」
の
十
五
州
中
、「
常
徳
府
」

の
「
古
鼎
州
」
に
「
桃
源
」
有
り
。
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「
「
寓
家
」
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
稚
川

其
の
母
及
び
夫
人
を
し
て
鼎
州

に
寓
せ
し
め
、
其
の
身
は
京
師
に
在
り
。

「
嘗
閲
云
々
」
、

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
貴
人

歌
舞
の
時
、
稚
川
も
亦
た
其

の
座
に
閲
し
酔
ひ
て
帰
る
な
り
。

【
語
注
】

○
前
漢
張
湯
伝
―
『
漢
書
』
張
湯
伝
に
「
湯
給
事
内
史
、
爲
甯
成
掾
。

以
湯
爲
無
害
、
言
大
府
、
調
茂
陵
尉
、
治
方
中
」、
顔
師
古
注
に
「
調
、

選
也
。
選
以
爲
此
官
也
。
調
音
徒
釣
反
」
と
あ
る
。

(

竹
内
記)

○
勝
覧
―
宋
・
祝

穆
撰
『
方
輿
勝
覧
』
の
こ
と
。
『
方
輿
勝
覧
』
の
目

し
ゆ
く
ぼ
く

ほ
う
よ
し
よ
う
ら
ん

次
に
よ
る
と
、
巻
二
十
七
か
ら
「
湖
北
路
」
の
項
目
が
始
ま
る
。
「
湖
北

路
」
の
下
に
割
注
で
「
共
十
五
州
」
と
あ
り
、
以
下
「
湖
北
路
」
中
の

「
江
陵
府
」
、
「
漢
陽
軍
」･

･
･

と
十
五
の
地
名
が
続
く
。
こ
の
途
中
、
巻

三
十
で
「
常
徳
府
」
の
名
と
「
古
鼎
州

武
平
軍
節
度
」
の
割
注
、
ま

た
こ
の
下
の
項
目
「
四
縣
」
の
割
り
注
に
「
武
陵
」
「
桃
源
」
「
龍
陽
」

「
沅
江
」
と
あ
る
。
実
際
に
該
当
の
本
文
を
確
認
し
て
も
、
同
様
の
記

述
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
米
沢
本
の
識
語
が
指
す
の
は
目
次
の
部

分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。(

参
照:

(

宋)

祝
穆
撰

祝
洙
増
訂

施
和

金
点
校
『
方
輿
勝
覧
』
中
華
書
局

二
〇
〇
三
年)

(

大
島
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
調
官
～
此
官
也

香
本
ほ
ぼ
一
致
。
「
前
漢
」
を
「
前
漢
書
」
、
「
云
」
を
「
曰
」
と

作
す
。

両
本
・
毛
本
ほ
ぼ
一
致
。
「
師
古
注
云
」
を
「
師
古
曰
」
と
作
す
。

ま
た
末
尾
に
・
香
本
・
米
沢
本
に
は
な
い
「
調
、
選
也
、

試
也･

･
･

」
の
記
述
あ
り
。

○
鼎
州
～
桃
源

香
本
と
一
致
。

両
本
・
毛
本
「
古
朗
州
也
、
桃
源
属
朗
州
」
と
あ
り
。

○
寓
家
～
酔
帰

香
本
と
ほ
ぼ
一
致
。
「
甞
閲
」
の
項
目
を
「
酔
帰
」
と
作
す
。
ま
た

「
樵
云
言
貴
人
歌
舞･

･
･

」
と
「
樵
」
の
説
と
す
る
。

両
本
・
毛
本
「
寓
家
ー
述
調
官
之
由
也
」
、
「
甞
閲
ー
述
即
今
稚
川

在
洛
之
輛
。
貴
人
指
妻
子
、
貴
人
家
謂
妻
」「
酔
皈
ー
木

云
酔
皈
言
貴
人
歌
舞
之
時
、
稚
川
亦
自
外
酔
皈
」
と
あ
る
。
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「
調
官
」
の
記
述
は
、
ど
ち
ら
が
近
い
と
は
言
い
が
た
い
が
、「
鼎
州
」

の
記
述
は
香
本
に
よ
る
可
能
性
が
高
い
。
両
本
・
毛
本
の
記
述
は
、
根

ヶ
山
氏
の
説
を
踏
襲
す
れ
ば
、
月
舟
秘
蔵
本
に
は
元
来
な
か
っ
た
、
増

補
さ
れ
た
記
述
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
「
寓
家
」
の
記
述
は
、
両
本
・

毛
本
と
は
項
目
の
立
て
方
や
内
容
の
違
う
こ
と
か
ら
も
、
香
本
の
方
が

よ
り
米
沢
本
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
米
沢
本
の
「
甞
閲
」
は
お
そ
ら

く
詩
の
語
句
と
し
て
項
目
が
た
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
上
に
合
点

(

「)

が
付
さ
れ
て
い
な
い
。

「
旅
邸
、
漢
書
注
、
师
古
曰
、
漢
制
、
郡
国
朝
宿
之
舎
、
是
為

邸
、在
京
师
者
、
率

名
邸
、々

、至
也
、言
所
帰
至
也
、今
人
謂

ヲ
ウ
ム
子

逆
旅
為
邸
也
、

「
雁
外
云
々

、
蕭
云
、
雁
ハ
、
来
ト
モ
、
郷
書
不
来
也
、
羅
隠
詩

云

、賓
舘
有
魚
為
客
久
、郷
書
無
厂
到
家
遅
、香
謂
、稚
川
盖
甞

＼

羅
隠
之
涕
唾
者
乎
、
瓢
謂
、
盖
非
涕
唾
、
借
語
不
用
意
者
也
、

「
「
旅
邸
」
、『
漢
書
』
注

師
古
曰
は
く
、「
漢
制

郡
国
の
朝
宿
の
舎
」

と
。
是
れ
を
邸
と
為
す
。(

師
古
曰
く
、)

「
京
師
に
在
る
は
、
率
ね
邸

と
名
づ
く
。
邸
は
、
至
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
帰
至
す
る
所
な
り
。

今
人
は
逆
旅
を
謂
ひ
て
邸
と
為
す
な
り
。」
と
。

「
「
雁
外
云
々

」
、
蕭
云
ふ
、
雁
は
来
ど
も
郷
書
来
た
ら
ざ
る
な
り
。
羅

隠
詩
に
云
は
く
、
「
賓
館
に
魚
有
り

客
と
為
る
こ
と
久
し
、
郷
書
は

雁
無
く
し
て
家
に
到
る
こ
と
遅
し
」
と
。
香
謂
へ
ら
く
、
「
稚
川

蓋

お
も

し
嘗
て
羅
隠
の
涕
唾
な
る
者
か
」
と
。
瓢
謂
へ
ら
く
、
蓋
し
涕
唾
に
非

ず
、
語
を
借
り
て
意
を
用
い
ざ
る
者
な
り
。

【
語
注
】

○
漢
書
注
師
古
曰
―
両
本
、
「
漢
書
注
師
古
曰
」
以
下
を
「
毛
匀
顔
師
古

曰
、
漢
制
郡
国
朝
宿
之
舍
在
京
師
者
率
名
邸
。
々
、
至
也
。
今
人
謂
逆

旅
為
邸
、
蓋
出
於
此
云
々

」
に
作
る
。
毛
匀
と
は
『
増
修
互
註
禮
部
韻

略
』
で
あ
り
、
上
声
十
一
薺
韻
で
「
邸
」
字
に
つ
い
て
「
顏
師
古
曰
、

漢
制
郡
國
朝
宿
之
舍
在
京
師
者
率
名
邸
。
邸
、
至
也
。
言
所
歸
至
也
。

今
人
謂
逆
旅
爲
邸
、
蓋
出
於
此
。･

･
･

」
と
あ
る
。
『
漢
書
』
を
確
認
す

る
に
、
文
帝
紀
に
「
代
王
謝
曰
至
邸
而
議
之
」
、
顔
師
古
注
に
「
郡
國
朝

宿
之
舍
在
京
師
者
率
名
邸
。
邸
、
至
也
。
言
所
歸
至
也
。
音
丁
禮
反
。

他
皆
類
此
」
と
あ
る
。
米
沢
本
も
直
接
的
に
は
『
増
修
互
註
禮
部
韻
略
』
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を
引
き
、「
是
為
邸
」
を
加
え
「
蓋
出
於
此
」
を
省
い
た
と
思
わ
れ
る
。

香
本
は
米
沢
本
と
同
じ
。

○
朝
宿
―

朝
覲(

朝
廷
の
天
子
に
閲
見)

す

ち
よ
う
き
ん

る
時
に
宿
泊
す
る
所
。

○
逆
旅
―
宿
屋
。

○
蕭
云
―
正

宗

龍

統

し
よ
う
じ
ゆ
う
り
ゆ
う
と
う

（
一
四
二
九
～
一
四
九
八
）
。
山
城
の
人
。
蕭
庵
と
号
す
。
瑞
巌
龍
惺

ず
い
が
ん
り
ゆ
う
せ
い

の
弟
子
。
建
仁
寺
で
出
家
し
、
南
禅
寺
に
陞
住
。『
禿
尾
長
柄
帚
』
を
著

と
く
び
ち
よ
う
へ
い
そ
う

す
。

○
羅
隠
詩
―
羅
隠
と
あ
る
が
、
『
全
唐
詩
』
巻
五
百
三
十
三
で
は

許
渾
の
作
と
す
る
。
正
宗
龍
統
が
ど
ん
な
テ
キ
ス
ト
に
拠
っ
た
か
、
待

き
よ
こ
ん

考
。「
送
蕭
處
士
歸
緱
嶺
別
業
」
詩
に
「
醉
斜
烏
帽
髮
如
絲
、
曾
看
仙
人

一
局
棋
。
賓
館
有
魚
爲
客
久
、
郷
書
無
雁
到
家
遲
。
緱
山
住
近
吹
笙
廟
、

湘
水
行
逢
鼓
瑟
祠
。
今
夜
月
明
何
處
宿
、
九
疑
雲
盡
碧
參
差
」
と
あ
る
。

羅
隠(

八
三
三
～
九
〇
九)

は
唐
末
五
代
初
の
人
。
詠
史
詩
に
長
じ
詩
家

と
し
て
名
高
か
っ
た
が
、
諷
刺
の
言
葉
が
多
く
科
挙
に
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
呉
越
王
銭
鏐
に
召
し
抱
え
ら
れ
銭
塘
で
死
去
。
許

せ
ん
ぼ
く

せ
ん
と
う

渾(

七
九
一
～
八
五
四
？)

は
唐
の
人
。
監
察
御
史
、
虞
部
員
外
郎
、
州

刺
史
を
歴
任
。
そ
の
詩
集
に
『
丁
卯
集
』
が
あ
る
。
○
香
謂
―
萬
里
集
九

て
い
ぼ
う

ば
ん
り
し
ゆ
う
く

(

一
四
二
八
？
～
？)

。
梅
庵
と
号
す
。
相
国
寺
に
住
す
。
『
張
中
香
』
の

編
者
で
あ
り
、
よ
っ
て
「
香
謂
」
と
記
さ
れ
る
。
他
に
蘇
東
坡
抄
『
天

下
白
』
を
著
す
。

○
瓢
謂
―
彭
叔
守
仙

(

一
四
九
〇
～
一
五
五
五
）
。

信
濃
の
人
。
瓢

庵
と
号
す
。
南
禅
寺
に
陞
住
。『
鐵
酸
饀
集
』『
猶
如
昨
夢

ひ
よ
う
あ
ん

て
つ
さ
ん
と
う

ゆ
う
に
よ
さ
く
む

集
』
を
著
す
。

(

竹
内
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
旅
邸
～
為
邸
也

香
本
と
一
致
。

両
本
・
毛
本
ほ
ぼ
一
致
。「
漢
書
注
師
古
曰
」
を
「
毛
匀
顔
師
古
曰
」

と
作
す
。
「
是
為
邸
」
、
「
言
所
帰
至
也
」
、
最
後
の
「
也
」

な
し
。
ま
た
末
尾
に
米
沢
本
に
な
い
「
盖
出
於
此
云
々

」

の
記
述
あ
り
。
こ
の
箇
所
も
月
舟
壽
桂
秘
蔵
本
か
ら
増
補

さ
れ
た
箇
所
か
。

○
雁
外
～
者
也

香
本
、
半
分
ほ
ど
一
致
。「
蕭
云
、
雁
ハ
来
ト
モ
、
郷
書
不
来
也
」
、

ま
た
末
尾
の
「
瓢
謂
、
盖
非
涕
唾
、
借
語
不
用
意
者
也
」

の
記
述
な
し
。
「
香
」
を
「
某
」
に
、
「
乎
」
を
「
也
」
に

作
す
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。「
蕭
云
」
の
前
に
「
無
音
信
」
と
あ
り
。

ま
た
十
行
後
に
「
香
云
、
雁
外
―
羅
隠
詩
云･

･
･

」
と
米

沢
本
と
同
様
の
記
述
が
続
く
。
そ
の
後
、
香
本
と
同
様
「
某

謂
」(
米
沢
で
は
「
香
謂
」)

と
は
あ
る
も
の
の
「
稚
川
蓋
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･
･
･

」
と
香
本
・
米
沢
本
と
同
様
の
記
述
が
続
く
。
さ
ら

に
米
沢
本
「
瓢
謂
」
を
「
幻
謂
」
と
作
り
、
さ
ら
に
「
幻

謂
不
然
稚
川
借
羅
隠
語
思
而
不
用
羅
隠
意
點
化
得
而
好

矣
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
の
一
部
か
ら
「
羅
隠
」
を

抜
粋
す
る
と
「
借
語
思
而
不
用
意
」
と
な
り
、
ほ
ぼ
米
沢

本
と
一
致
す
る
。

【
補
説
】

南
北
本
、「
旅
邸
猶
客
館
也
」。

【
調
査
補
注
】

「
賓
舘
有
魚
為
客
久
」
の
「
賓
」
の
右
上
に
、
や
や
長
細
い
茶
点
あ
り
。

こ
れ
以
下
も
い
く
つ
か
茶
点
の
付
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。

「
蛩
辺
云
々

、
蕭
云
、
蛩
ハ
、
ツ
ラ
ク
、
鳴
ト
モ
、
帰
思
切
ナ
ル

間
、
夢
ハ
、到
家
也
、

「
畫
堂
云
々

、謂
閲
貴
人
家
歌
舞
也
、玉
珮
為
曲
名
、不
可
也
、

マ
マ

如
玉
珮
之
詞
也
、
縈
雲
ハ
、
唐
玄
宗
、
夜
遊
月
宮
、
聆
太
楽
、

マ
マ

ヽ

名
縈
雲
曲
、
黙
記
其
声
、
帰
傳
、
霓
裳
羽
衣
曲
也
、云
々

縈
レ

マ
ト
ヘ
ル

雲
字
ハ
、玄
宗
ヨ
リ
、起
ル
ナ
リ
、其
時
ハ
、
月
宮
高
ホ
ト
ニ
、

ヽ縈
雲
ト
云
也
、此
詩
ハ
、遏
雲
ノ
義
ニ
、ト
ル
ソ
、畫
堂
ニ
テ
、

ヽ

ヽ

如
玉
佩
ノ
詞
ヲ
、歌
テ
、雲
モ
、ト
ヽ
マ
ル
、ヤ
ウ
ナ
レ
ト
モ
、

鼎
州
テ
、稚
川
妻
ノ
、竹
枝
詞
ヲ
、歌
ニ
ハ
、不
及
也
、

「
香
云
、一
説
、縈
字
、或
作
紫
字
、某
供
諸
本
、未
見
作
紫
字
、

ヽ

ヽ

ヽ

但
作
紫
字
、則
謂
異
聞
録
所
載
、玄
宗
自
月
宮
傳
来
、紫
雲
回

ヽ

之
曲
也
、

「
玉
佩
、言
美
人
、着
玉
珮
、唱
縈
雲
曲
也
、即
美
人
之
義
也
、

マ
マ

「
「
蛩
辺
云
々

」
、
蕭
云
は
く
、

蛩

は
つ
ら
く
鳴
ど
も
、
帰
思
の
切
な

こ
お
ろ
ぎ

る
間
、
夢
は
家
に
到
る
な
り
。

「
「
画
堂
云
々

」
、
謂
ふ
こ
こ
ろ
は
閲
貴
人
の
家
の
歌
舞
を
閲
す
る
な
り
。

「
玉
珮
」
は
曲
名
と
為
す
は
不
可
な
り
。
玉
珮
の
詞
の
如
き
な
り
。
「
縈

雲
」
は
唐
の
玄
宗
の
夜

月
宮
に
遊
び
太
楽
を
聆
き
て
、
縈
雲
曲
と
名

き

づ
く
。
黙
し
て
其
の
声
を
記
し
、
帰
り
て
霓
裳
羽
衣
曲
を
伝
ふ
る
な
り
、

云
々

。
「
縈
雲(

雲
を
縈
へ
る)

」
は
玄
宗
よ
り
起
る
な
り
。
其
の
時
は
、

ま
と

月
宮
高
ほ
ど
に
「
縈
雲
」
と
云
な
り
。
此
詩
は
遏
雲
の
義
に
と
る
ぞ
。

あ
つ
う
ん



- 90 -

画
堂
に
て
玉
珮
の
詞
の
如
き
を
歌
て
、
雲
も
と
ど
ま
る
や
う
な
れ
ど
も
、

鼎
州
で
稚
川
の
妻
の
竹
枝
詞
を
歌
に
は
及
ば
ざ
る
な
り
。

「
香
云
は
く
、「
一
説
に
「
縈
」
の
字
、
或
い
は
「
紫
」
の
字
に
作
る
と
。
某

そ
れ
が
し

諸
本
を
供
す
る
に
、
未
だ
「
紫
」
の
字
に
作
る
を
見
ず
。
但
し
「
紫
」

の
字
に
作
る
は
、
則
ち
」(

香
本
、
上
記
ま
で
一
致)

謂
ふ
に
『
異
聞
録
』

の
所
載
に
い
は
く
、
玄
宗

月
宮
よ
り
紫
雲
回
の
曲
を
伝
来
す
る
な
り
。

「
「
玉
佩
」
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
美
人
、
玉
珮
を
着
け
、
縈
雲
曲
を
唱
ふ
る

な
り
。
即
ち
美
人
の
義
な
り
。

【
語
注
】

○
蛩
―
コ
オ
ロ
ギ
。

○
畫
堂
―
絵
画
の
装
飾
を
施
し
た
座
敷
。

○
玉
珮
―
南
北
・
両
・
毛
・
香
・
蓬
本
、
「
玉
佩
」
に
作
る
。
米
沢
本
は

「
玉
珮
」
「
玉
佩
」
を
混
用
す
る
。
「
珮
」
は
「
佩
」
の
異
体
字
。
香
本

に
は
「
玉
佩

美
人
所
佩
玉
佩
瓊
琚
也
」
と
あ
る
。
玉
佩
瓊
琚
は
『
毛

け
い
き
よ

詩
』
鄭
風
・
有
女
同
車
に
見
え
る
語
。

○
縈
雲
―
後
述
。

○

え
い
う
ん

霓
裳
羽
衣
曲
―
舞
曲
の
名
。
西
域
経
由
で
伝
わ
っ
た
イ
ン
ド
の
舞
曲
を

げ
い
し
よ
う
う
い

玄
宗
が
霓
裳
羽
衣
曲
と
名
付
け
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
類
書
等
に
引
用

さ
れ
る
諸
書
に
は
、
玄
宗
が
月
宮
（
月
に
あ
る
宮
殿
）
に
遊
び
、
仙
女

の
舞
曲
で
あ
る
紫
雲
曲
を
現
世
に
伝
え
霓
裳
羽
衣
曲
と
名
付
け
た
と
い

う
逸
話
を
載
せ
る
。
出
典
ご
と
に
内
容
に
異
同
が
あ
り
、
同
一
の
書
名

で
も
引
用
先
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
。

米
沢
・
両
・
毛
・
蓬
本
は
王
稚
川
の
詩
に
見
え
る
「
縈
雲
響
」
に
つ
い

て
、
玄
宗
の
逸
話
を
踏
ま
え
た
も
の
と
解
釈
し
「
縈
雲
曲
」
と
注
す
る
。

し
か
し
『
白
孔
六
帖
』
『
古
今
事
文
類
聚
』
『
太
平
廣
記
』
『
楊
太
眞
外

傳
』
な
ど
は
玄
宗
が
伝
え
た
曲
を
全
て
「
紫
雲
曲
」
と
し
て
お
り
、
「
縈

雲
曲
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
は
未
見
。
山
谷
抄
の
講
抄
者
た
ち
が
ど
の
よ

う
な
テ
キ
ス
ト
で
玄
宗
の
逸
話
を
読
ん
で
い
た
か
は
待
考
。
王
稚
川
が

本
当
に
玄
宗
を
踏
ま
え
て
「
縈
雲
響
」
と
い
う
語
を
用
い
た
の
か
ど
う

か
も
、
現
段
階
で
は
判
断
で
き
な
い
。
今
後
の
調
査
を
期
す
。

毛
・
両
本
、
「
縈
雲
」
の
説
明
で
さ
ら
に
「
博
物
志

秦
青
撫
節
悲
歌
、

声
振
材
木
、
響
遏
行
雲
。
＼
東
坡

虔
州
八
境
図
詩
、
縈
雲
嶺
路
若
為

開
。
縈
句
会
収
奏
也
。
廣
韻
、
又
繞
也
、
繋
也
」
と
あ
る
。
『
博
物
志
』

は
西
晋
・
張
華
撰
。
引
用
部
分
は
巻
八
史
補
に
見
え
、
秦
青
の
歌
声
が

木
々
を
振
る
わ
せ
流
れ
る
雲
を
も
と
ど
め
た
と
い
う
も
の
。
ま
た
、
蘇

軾
「
虔
州
八
境
圖
詩
」
そ
の
三
に
「
白
鵲
樓
前
翠
作
堆
、
縈
雲
嶺
路
若

爲
開
」
と
あ
る
。

○
遏
雲
―
雲
を
と
ど
め
る
。

○
異
聞
録
―
未
詳
。
こ
こ
の
引
用
部
分

と
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、『
白
孔
六
帖
』
巻
十
四
に
「
唐
李
政
異
聞
録
」
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な
る
書
名
が
見
え
る
。
ま
た
、『
太
平
廣
記
』
に
も
『
異
聞
録
』
を
出
典

と
す
る
説
話
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
そ
れ
ら
の
引
用
を
見
る
限
り
で
は

漢
か
ら
唐
に
か
け
て
の
怪
異
譚
を
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
則
謂
異

聞
録
所
載
」
以
下
は
香
本
の
節
録
で
あ
り
、
香
本
は
玄
宗
が
夢
で
月
宮

に
遊
び
「
紫
雲
回
」
を
伝
え
た
と
す
る
『
異
聞
録
』
の
記
述
を
引
く
。『
異

聞
録
』
を
出
典
と
す
る
玄
宗
の
逸
話
は
『
古
今
事
文
類
聚
』
前
集
巻
十

一
な
ど
に
見
え
る
が
、
香
本
が
引
く
も
の
と
は
内
容
に
差
異
が
あ
る
。

香
本
の
引
用
と
同
じ
内
容
が
唐
・
鄭
綮
『
開
天
傳
信
記
』
に
見
え
る
が
、

て
い
け
い

同
内
容
に
つ
い
て
類
書
等
で
『
異
聞
録
』
を
出
典
と
し
て
い
る
例
は
未

見
。

(

竹
内
記)

○
某
―
『
帳
中
香
』
の
「
次
韻
王
稚
川
客
舎
二
首
」
の
「
某
」
と
、
米

沢
本
『
山
谷
抄
』
の
「
香
云(

謂)

」
を
照
合
し
て
み
る
と
以
下
の
よ
う

に
な
る
。
①
『
帳
中
香
』
「
某
謂
稚
川
葢
甞
羅
隠
之
涕
唾
者
也
」
、
米
沢

本
『
山
谷
抄
』「
香
謂
、
稚
川
盖
甞
羅
隠
之
涕
唾
者
乎
」
、
②
『
帳
中
香
』

「
縈
雲
響

一
説
云
縈
字
或
作
紫
字

某
供
諸
本
未
見
作
紫
字･

･
･

」
、

米
沢
本
『
山
谷
抄
』
「
香
云
、
一
説
、
縈
字
、
或
作
紫
字
、
某
供
諸
本
、

未
見
作
紫
字･

･
･

」
、
③
『
帳
中
香
』
「
某
謂
五
更
帰
夢
四
字･

･
･

」
、
米

沢
本
『
山
谷
抄
』
「
香
謂
、
五
更
帰
夢
四
字･

･
･

」
、
④
『
帳
中
香
』
「
某

謂
鼎
州
在
湖
北
路･

･
･

」
、
米
沢
本
『
山
谷
抄
』
「
香
謂
、
鼎
州
在
湖
北
路

･
･
･

」。
上
記
の
通
り
、
『
帳
中
香
』
で
「
某
云(

謂)

」
と
な
っ
て
い
た
箇

所
が
、
米
沢
本
『
山
谷
抄
』
で
は
ほ
ぼ
「
香
云(

謂)

」
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
②
に
関
し
て
は
、
香
本
で
「
某
云(

謂
う)

」

と
な
っ
て
い
な
い
箇
所
か
ら
の
引
用
を
、
米
沢
本
が
「
香
云
」
と
し
て

い
る
た
め
か
、
後
に
続
く
「
某
供
諸
本
」
の
「
某
」
が
「
香
」
に
さ
れ

て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
こ
こ
の
「
某
」
も
「
香
」
を
指
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
ら
、
「

某

」
で
は
な
く
「

某

」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
に
が
し

そ
れ
が
し

米
沢
本
『
山
谷
抄
』
が
『
帳
中
香
』
を
節
略
し
た
際
に
注
家
名
に
異
同

が
生
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
倉
田
氏
は
指
摘
し
て
い
る
。

(

大
島
記)

○
蛩
辺
～
到
家
也

香
本
な
し
。

両
本
・
毛
本
と
ほ
ぼ
一
致
。「
蛩
辺
ー
」
を
「
蛩
ー
」
と
作
す
。「
ツ

ラ
ク
」
を
「
ツ
ヲ
ク
」
ま
た
は
「
ツ
ヲ
ウ
」
と
し
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
。
米
沢
本
も
「
ツ
ヲ
ク
」
に
も
見
え
る
。

待
考
。

○
畫
堂
～
不
及
也
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香
本
、
「
夜
遊
月
宮
聆
天
樂
名
曰
紫
雲
曲
」
の
み
一
致
。
そ
の
他
大

部
分
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
謂
閲
」
の
上
に
「
指
貴
人
家
久(

久

の
右
に
細
字
で
「
為
客
」
と
あ
り
。「
客
」
は
「
窘
」
に
も

見
え
る
。
待
つ
考)

在
京
洛
」
米
沢
本
で
は
「
珮
」
と
「
佩
」

を
併
用
し
て
い
た
が
、
全
て
「
佩
」
に
作
す
。
ま
た
「
聆
」

を
「
聴
」
、「
帰
」
を
「
皈
」
、「
起
ル
ナ
リ
」
を
「
起
ル
也
」
、

「
ト
ル
ソ
」
を
「
ト
ル
也
」
に
作
す
。

○
香
云
～
曲
也

香
本
、
一
部
一
致
。
「
縈
雲
響

一
説
云
縈
字
或
作
紫
字

某
供
諸

本
未
見
作
紫
字
但
作
紫
字
則
可
用
異
聞
録
也
」
の
記
述
の

み
あ
る
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
一
説
」
の
上
に
「
縈
雲
響
」
と
あ

る
。
両
本
「
或
作
紫
雲
」
の
「
雲
」
に
見
せ
消
ち
を
し
、
右
側
に

「
字
」
と
訂
正
あ
り
。
こ
れ
を
毛
本
で
は
「
紫
字
」
を
し
て
い
る
。

○
玉
佩
～
義
也

香
本
、
一
致
せ
ず
。
「
玉
佩

美
人
所
佩
玉
佩
瓊
琚
也
」
と
あ
る
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
珮
」
を
「
佩
」
に
作
す
。

こ
の
箇
所
は
、
香
本
が
ご
く
一
部
で
あ
る
た
め
、
月
舟
本
系
統
か
ら

の
抄
出
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

五
更

「
上
句
繋
母
、
下
句
繋
家
人
、

「
五
更
ナ
レ
ト
モ
、

一
寸
ナ
レ
ト
モ
、前
輩
有
此
点
、五
更
ノ
一
寸
ノ
、此
常
之
点

ハ

也
、

「
五
更
之
義
、非
レ

言
二

常
之
暁
五
更
三
点
一

、此
謂
通

ニ

ノ

ノ

ヲ

ハ

宵
之
義
也
、
言
自
二

初
更
一

、

至
二

五
更
一

、
因
レ

思
二

慈
母
一

、

ハ

ル
マ
テ

ニ

不
得
寝
、其
間
片
時
、合
眼
則
帰
夢
賽
其
短
、又
想
家
人
、則
一

モ

寸
之
心
、雖
二

甚
小
一

、含
二

許
多
千
万
斛
之
客
愁
一

、

「
豫
章
文
集
九
、絶
句
部
載
之
、五
更
作
五
湖
、家
人
作
閨
人
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

香
謂
、
鼎
州
在
湖
北
路
、
指
五
湖
、
不
為
分
外
、
但
五
更
則
句

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

佳
矣
、

「
上
句
は
母
に
繋
が
り
、
下
句
は
家
人
に
繫
が
る
。

「
五
更
な
れ
ど

も
一
寸
な
れ
ど
も
前
輩
に
此
の
点
有
り
。
五
更
の
一
寸
の

(

と
い
う
語

自
体
は)

此
は
常
の
点

(

数
字)

な
り
。

「
「
五
更
」
の
義
は
、
常
の

暁
の
五
更
の
三
点
を
言
ふ
に
非
ず
し
て
、
此
は
通
宵
の
義
を
謂
ふ
な
り
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
初
更
よ
り
五
更
に
到
り
、
慈
母
を
思
ふ
に
因
り
て
其
の

間

片
時
も
寝
ぬ
る
を
得
ず
。
眼
を
合
す
れ
ば
則
ち
帰
夢

其
の
短
き
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を
奈
ん
せ
ん
。
又

家
人
を
想
へ
ば
則
ち
一
寸
の
心
、
甚
小
と
雖
も
、

い
か

許
多

千
万
斛
の
客
愁
を
含
ま
ん
。

あ
ま
た

「
『
豫
章
文
集
』
九
、
絶
句
の
部
に
之
を
載
す
。
「
五
更
」
は
「
五
湖
」

に
作
り
、
「
家
人
」
は
「
閨
人
」
に
作
る
。
香
謂
へ
ら
く
、
「
鼎
州
は
湖

北
路
に
在
り
。
五
湖
を
指
す
も

分
外
と
は
為
さ
ず
。但
だ
五
更
則
ち
句
佳か

な
り
。」
と
。

【
語
注
】

○
「
五
更
帰
夢
常
苦
短
、
一
寸
客
愁
無
奈
多
」
句
に
対
す
る
任
淵
注
は

以
下
の
通
り
。
「
孟
郊
詩
、
「
一
夕
九
起
嗟
、
夢
短
不
到
家
」
。
『
文
選
』

「
短
歌
行
」
曰
、
「
來
日
苦
短
、
去
日
苦
長
」
。
庾
信
「
愁
賦
」
曰
、
「
且

將
一
寸
心
、
能
容
萬
斛
愁
」
。「
五
更
」
字
從
黄
氏
本
、
而
別
本
或
作
「
五

湖
」
」
。

○
前
輩
―
古
の
人
々
。

○
此
点
―
こ
の
種
の
数
表
現
。

○
五
更
三

、

点
―
明
け
方
、
つ
ま
り
五
更
に
な
っ
て
時
刻
を
報
せ
る
鐘
を
三
つ
打
つ
。

○
通
宵
―
夜
通
し
ず
っ
と
。

○
分
外
―
不
相
応
。

○
豫
章
文
集
九

―
『
内
集
』
巻
九
。
四
部
叢
刊
本
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
巻
九
に
見
え

る
本
詩
で
は
、
「
五
更
」
を
「
五
湖
」
に
、
「
家
人
」
を
「
閨
人
」
に
作

る
。

(

竹
内
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
上
句
～
家
人

香
本
、
一
致
。

毛
本
・
両
本
、
な
し
。

○
五
更
ナ
レ
～
点
也

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
五
更

一
寸

前
輩
有
此
点

五
更

一
寸

此
常
之
点
也
」
と
あ
り
。
米
沢
本
は
、
こ
れ
を
仮
名
交
じ

り
文
に
し
た
か
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
五
更
之
～
客
憂

香
本
、
一
致
。

両
本
・
毛
本
、
一
致
せ
ず
。
「
木
云
、
秋
夜
長
而
皈
夢･

･
･

」
と
あ

る
。

○
預
章
～
佳
矣

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。「
五
更
」
の
上
に
「
注

」
の
字
あ
り
。
ま
た
「
閨

人
」
の
下
に
「
餘
皆
同
」
と
あ
り
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。
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「
漁
隠
後
集
三
十
一
、
復
斎
漫
彔
云
、
唐
朱
晝
喜
陳
懿
老
至
、

詩
云
、
一
別
一
千
日
、
一
日
十
二
憶
、
苦
心
無
閑
時
、
今
日
見

＼

玉
色
、廼
知
山
谷
五
更
帰
夢
三
百
日
、一
日
思
親
十
二
時
之
句
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

取
此
、云
々

香
謂
、五
更
帰
夢
四
字
、谷
再
用
之
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

「
詩
話
、詩
諷
不
帰
養
、稚
川
調
官
京
师
、母
老
留
鼎
州
、久
不

帰
侍
、可
謂
尽
二

朋
友
責
レ

善
之
義
一

、山
谷
至
孝
、奉
母
安
康

ス
ト

ル

ヲ

ヲ

君
至
レ

俄
三

親
滌
二

溺
器
一

、未
甞
形
刻
不
供
子
戢
也
、

ス
ル
ニ

ア
ラ
フ
ヿ
ヲ

ヲ

「
『
漁
隠
』
後
集
三
十
一
、「
『
復
斎
漫
録
』
に
云
は
く
、「
唐
の
朱

昼
「
喜

し
ゆ
ち
ゆ
う

陳
懿
老
至
詩
」(

陳
懿
老
の
至
る
を
喜
ぶ
詩)

に
云
は
く
、
「
一
た
び
別
れ

い

て

一
千
日
、
一
日

十
二
た
び
憶
ふ
。
苦
心
せ
り

無
閑
の
時
、
今

日

玉
色

(

陳
懿
老
の
新
製
の
諸
作)

を
見
る
」
と
。

迺

ち
知
る

山

す
な
わ

谷
の
「
五
更
帰
夢

三
百
日
、
一
日

親
を
思
ふ
こ
と

十
二
時
」
の

句
、
之
を
取
る
云
々

」
と
。
」
と
。
香
謂
へ
ら
く
、「
五
更
帰
夢
の
四
字
、
谷こ

く

再
び
之
を
用
ふ
」
と
。

「
詩
話
に
い
ふ
、
「
詩
は
帰
り
て
養
は
ざ
る
を
諷
す
。
稚
川

官
を
京
師

に
調
せ
ら
れ
、
母
老
ゆ
る
も
鼎
州
に
留
め
、
久
し
く
帰
り
侍
ら
ず
。
朋

友

善
を
責
む
る
の
義
を
尽
く
す
と
謂
ふ
べ
し
。
山
谷
の
至
孝
、
母
安
康

あ
ん
こ
う

君
を
奉
じ
て
親
し
く

溺

器
を
滌
ふ
こ
と
を
為
す
に
至
る
。
未
だ
嘗
て

じ
よ
う

き

あ
ら

頃
刻
も
子
の
職
を
供
せ
ざ
る
な
き
な
り
。」
と
。

け
い
こ
く

こ

【
語
注
】

○
漁
隠
後
集
―
漁
隠
後
集
と
は
、
南
宋
・
胡
仔
『
苕

渓
漁
隱
叢
話
』
後

こ

し

ち
よ
う
け
い

集
の
こ
と
で
あ
る
。
巻
三
十
一
に
該
当
箇
所
が
見
え
る
（
米
沢
本
に
は

「
取
此
云
々
」
と
あ
る
が
、
実
際
は
「
取
此
」
ま
で
で
復
斎
漫
録
か
ら

の
引
用
は
終
わ
っ
て
い
る
）
。
復
斎
漫
録
と
は
、
南
宋
・
呉
曾
『
能
改
齋

漫
録
』
の
こ
と
か
。『
能
改
齋
漫
録
』
に
付
さ
れ
た
京
鏜
の
序
に
よ
れ
ば
、

け
い
と
う

記
載
す
べ
き
で
は
な
い
内
容
を
含
む
と
仇
家
か
ら
謗
ら
れ
た
た
め
に
同

書
は
世
に
伝
わ
ら
ず
、
京
鏜
が
問
題
の
箇
所
を
削
除
し
て
刊
行
す
る
に

至
っ
た
と
い
う
。
『
苕
渓
漁
隱
叢
話
』
は
し
ば
し
ば
「
復
齋
漫
録
」
を
引

く
が
、
そ
の
引
用
文
は
現
行
本
『
能
改
齋
漫
録
』
に
見
ら
れ
る
も
の
が

多
い
。
中
華
書
局
排
印
本
『
能
改
齋
漫
録
』（
一
九
六
〇
年
）
の
「
出
版

説
明
」
で
は
、
誹
謗
を
受
け
た
後
の
『
能
改
齋
漫
録
』
が
、『
復
齋
漫
録
』

の
名
で
人
の
耳
目
を
避
け
つ
つ
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し

て
い
る
。
許
荘
叔
氏
「
《
下
水
船
》
詞
訂
律
」
（
『
貴
州
師
範
大
学
学
報

（
社
会
科
学
版)
』
一
九
八
七
年
四
期
）
は
、
『
復
齋
漫
録
』
は
『
能
改
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齋
漫
録
』
の
「
前
身
」
で
あ
り
、
『
苕
渓
漁
隱
叢
話
』
は
そ
こ
か
ら
引
用

を
行
っ
た
。
後
に
作
者
が
改
訂
を
施
し
、
名
を
『
能
改
齋
漫
録
』
と
改

め
た
、
と
推
測
し
て
い
る
。
中
華
書
局
本
『
能
改
齋
漫
録
』
巻
六
に
、

米
沢
本
が
引
く
該
当
箇
所
が
見
え
る
が
、
「
喜
陳
懿
老
至
詩
」
を
「
喜
陳

懿
至
詩
」
に
、
「
無
閑
時
」
を
「
無
閒
時
」
に
、
「
今
日
」
を
「
今
夕
」

に
、「
取
此
」
を
「
蓋
取
此
」
に
作
る
。
朱
昼
の
詩
は
『
全
唐
詩
』
巻
四

九
一
に
あ
る
が
、
詩
題
を
「
喜
陳
懿
老
示
新
製
」
に
、「
今
日
」
を
「
今

夕
」
に
作
る
。

(

竹
内
記)

○
詩
話
―
『
古
今
事
文
類
聚
』
後
集
の
目
録
を
み
る
と
、
巻
四
に
「
人

倫
部
」
「
母
子
」
の
「
詩
話
」
に
、
「
詩
諷
歸
養
」
の
題
が
あ
る
。
こ
の

箇
所
に
あ
た
っ
て
み
る
と
、
「
詩
話
」
「
詩
諷
歸
養
」
の
題
が
あ
り
、
以

下
の
本
文
が
続
く
。(

)

の
記
述
は
、
米
沢
本
『
山
谷
抄
』
か
ら
省
か

れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
「(

王)

稚
川
調
官
京
師
、
母
老
留
鼎
州
、
久
不

歸
侍
。（
嘗
閲
貴
人
歌
舞
、
有
詩
云
、
畫
堂
玉
珮
縈
雲
響
、
不
及
桃
源
欸

乃
歌
。
黄
山
谷
和
韻
諷
之
云
、
慈
母
毎
占
烏
鵲
喜
、
家
人
應
賦
機
希
歌
。)

可
謂
盡
朋
友
責
善
之
義
。
山
谷
至
孝
、
奉
母
安
居
君
、
至
爲
親
滌
溺
器
、

未
嘗
頃
刻
不
供
子
職
。
」(

句
読
点
は
、
『
山
谷
抄
』
に
よ
る)

と
あ
る
。

「
詩
諷
歸
養
」
は
、
『
帳
中
香
』
で
は
「
詩
諷
歸
養
」
、
『
山
谷
抄
』
で

は
「
詩
諷
不
歸
養
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
嘗
看
」
か
ら
「
機
希
歌
」
ま
で

省
か
れ
て
い
る
の
は
、
『
帳
中
香
』
も
『
山
谷
抄
』
も
一
致
す
る
。
こ
の

箇
所
は
『
山
谷
抄
』
に
完
全
に
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
前
に
重

複
す
る
記
述
が
あ
る
た
め
に
省
か
れ
た
か
。『
古
今
事
文
類
聚
』
後
集
・

目
録
に
お
け
る
「
詩
話
」
、
「
詩
諷
歸
養
」
の
記
述
が
あ
る
こ
と
、
ほ
ぼ

本
文
内
容
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
米
沢
本
『
山
谷
抄
』
が
『
帳
中
香
』

等
を
通
し
て
、
『
古
今
事
文
類
聚
』
を
間
接
的
に
引
用
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
記
述
は
も
と
は
宋
・
葛
立
方
『
韻
語
陽
秋
』
巻
十
に
同
様
の

記
述
、
且
つ
こ
の
続
き
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
さ
ら
に
宋
・
阮
閲
『
詩

話
總
亀
』
後
集
に
『
韻
語
陽
秋
』
巻
四
に
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
末
尾

の
出
典
に
「
同
上
」
と
あ
る
。
こ
の
「
同
上
」
を
遡
っ
て
い
く
と
「
葛

常
之
」(

葛
立
方
の
こ
と
、
字
が
常
之)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、『
韻
語
陽
秋
』

か
ら
引
用
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
『
古
今
事
文
類
聚
』
は
、
『
韻

語
陽
秋
』
も
し
く
は
『
詩
話
總
龜
』
を
引
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
「
親

滌
厠
睾
浣
中
裙
」
を
「
親
滌
溺
器
」
に
改
め
て
あ
り
、
こ
れ
も
『
山
谷

抄
』
に
一
致
す
る
。
よ
り
版
本
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
『
山
谷
抄
』
に
あ
る
「
詩
話
」
「
詩
諷
歸
養
」
の
記
述
が
な
い
こ
と

か
ら
、
『
韻
語
陽
秋
』
、
『
詩
話
總
龜
』
か
ら
『
山
谷
抄
』
に
引
用
さ
れ

た
可
能
性
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
と
見
え
る
。(

参
照:

宋
・
祝
穆
撰

『
和
刻

古
今
事
文
類
聚
』

(

底
本
寛
文
六
年
刊
『
新
編
古
今
事
文
類
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聚
』)

ゆ
ま
に
書
房

一
九
八
二
年
、

宋
・
葛
立
方
撰
『
韻
語
陽
秋
』

(
據
上
海
圖
書
館
蔵
宋
刻
影
印
版
框
尺
寸
悉
準
原
書)

上
海
古
籍
出
版

社

一
九
七
九
年
、

阮
閲
編

周
本
淳
校
點
『
詩
話
總
龜
』

人
民

文
学
出
版
社

一
九
八
七
年)

(

大
島
記
）

○
溺
器
―
し
び
ん
。

(

竹
内
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
漁
隠
～
用
之

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
三
十
一
」
の
後
に
「
載
」
あ
り
。
「
彔
」
を

「
録
」
、
「
香
」
を
「
某
」
、
「
谷
」
を
「
先
生
」
に
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
詩
話
～
戢
也

香
本
、
「
詩
話
」
の
上
に
「
或
説
云
」
、
ま
た
「
詩
諷
不
帰
養
稚
川

･
･
･

」
を
「
山
谷
此
詩
諷
帰
養
之
道
欠
王
稚
川･

･
･

」
と

作
す
。
ま
た
「
久
不
帰
侍
」
を
「
久
不
侍
」
、「
戢(

ま
た
は

「
戠
」
か)

」
を
「
職
」
に
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。「
稚
川
」
を
「
王
稚
川
」
に
作
す
。「
調

官
」
の
「
官
」
な
し
。「
帰
」
を
「
皈
」
、「
戢(

ま
た
は
「
戠
」

か)

」
を
「
聀
」
に
作
す
。

米
沢
本
「
戢
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
「
戠
」
に
も

見
え
、
香
本
で
は
「
職
」
、
両
本
・
毛
本
で
は
「
聀
」
と
あ
っ
た
。
少
な

く
と
も
「
戢
」
の
字
は
、
武
器
な
ど
を
お
さ
め
る
、
と
い
っ
た
意
味
が

あ
る
た
め
、
意
味
が
通
じ
な
く
な
る
。
こ
こ
で
は
待
考
と
し
、
先
行
す

る
香
本
の
「
職
」
で
書
き
下
し
た
。

こ
の
「
詩
話
」
以
下
を
香
本
、
月
舟
系
統
の
両
本
・
毛
本
、
米
沢
本

と
で
照
合
し
て
み
る
と
、
香
本
で
「
詩
諷
帰
養
之
道
欠･

･
･

」
と
し
た
箇

所
を
両
本
・
毛
本
は
「
詩
諷
不
皈
養
」、
米
沢
本
で
は
「
詩
諷
不
帰
養
」

と
し
て
お
り
、
月
舟
系
統
の
両
本
・
毛
本
と
近
い
こ
と
が
分
か
る
。
さ

き
ほ
ど
先
行
研
究
で
根
ヶ
山
氏
が
米
沢
本
が
香
本
と
月
舟
壽
桂
祕
藏
本

を
抄
出
し
た
と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
米
沢
本
が
香
本
、
月

舟
壽
桂
祕
藏
本
を
参
照
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
か
と
考
え
、
根

ヶ
山
氏
の
説
に
従
い
、
少
し
付
け
足
す
と
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
は
、
同

様
の
記
述
な
が
ら
差
異
の
あ
る
香
本
と
月
舟
壽
桂
系
統
の
両
本
・
毛
本

に
対
し
、
米
沢
本
が
後
者
の
両
本
・
毛
本
を
抄
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
彭
叔
守
仙
が
香
本
を
抄
出
し
、
香
本
を
参
照
し
た
と
き
に
抜
け
落

ち
た
箇
所
を
月
舟
壽
桂
本
で
補
っ
た
、
ま
た
は
彭
叔
守
仙
が
香
本
と
月

舟
壽
桂
本
を
比
較
し
、
月
舟
壽
桂
本
を
抄
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
月
舟
壽
桂
本
に
も
香
本
の
内
容
が
出
て
く
る
こ
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と
か
ら
も
、
月
舟
壽
桂
も
お
そ
ら
く
香
本
を
み
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

が
わ
か
る
。
同
箇
所
に
よ
り
、
米
沢
本
が
月
舟
壽
桂
本
を
通
し
、
香
本

を
抄
出
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
で
き
る
の
で

は
な
い
か
。
以
下
に
も
同
様
の
記
述
が
一
箇
所
あ
る
。

【
調
査
補
注
】

「
一
別
」
の
「
一
」
の
右
上
に
茶
点
あ
り
。

慈
母

「
上
句
受
第
一
句
、下
句
受
第
二
句
、先
生
代
稚
川

所
以
察
其
慈
母
及
夫
人
之
情
也
、

「
家
人
、易

家
人
卦

曰
、
利
女
貞
、
注
、
家
人
之
義
、
各
自
修
一
家
之
道
、
不
能
知

家
外
他
人
之
輛
、
彖
曰
、
家
人
女
正
位
乎
内
、
男
正
位
乎
外
、

男
女
正
、天
地
之
大
義
也
、

「
言
稚
川
カ
、京
ヘ
、上
リ
シ
、

時
ハ
、
門
ノ
、
ク
ワ
ン
ノ
木
ヲ
、
ヌ
イ
テ
、
打
ワ
ツ
テ
、
飯
ヲ
、

炊
タ
シ
カ
、
今
ハ
、
忘
タ
ヨ
、

慈
母

「
上
の
句

第
一
句
を
受
け
、
下
の
句

第
二
句
を
受
く
る

は
、
先
生

稚
川
に
代
は
り
て
其
の
慈
母
及
び
夫
人
の
情
を
察
す
る
所

以
な
り
。

「
家
人
は
、『
易
』「
家
人
」「
卦
」
に
曰
は
く
、「
利
女
貞
」

注
、
「
家
人
の
義
、
各
お
の
自
ら
一
家
の
道
を
修
む
れ
ば
、
家
外
他
人
事

を
知
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
」
と
。
「
彖
」
に
曰
は
く
、
「
家
人

女

内
に
正
位
し
、
男

外
に
正
位
す
。
男
女
の
正
し
き
は
、
天
地
の
大
義

な
り
」
と
。

「
言
ふ
こ
こ
ろ
は
稚
川
が
京
へ
上
り
し
時
は
、
門
の
く

わ
ん
の
木
を
ぬ
い
て
打
わ
っ
て
飯
を
炊
た
し
が
、
今
は
忘
た
よ
。

【
語
注
】

○
「
慈
母
毎
占
烏
鵲
喜
、
家
人
應
賦
機
希
歌
」
句
に
対
す
る
任
淵
注
は

以
下
の
通
り
。「
黄
氏
本
作
「
慈
母
不
嗔
烏
鵲
語
、
閨
人
應
賦
機
希
歌
」
。

元
注
曰
、「
百
里
奚
仕
秦
、
其
妻
歌
曰
、「
百
里
奚
、
五
羊
皮
、
憶
別
時
、

烹
伏
雌
、
炊
機
希
、
今
日
富
貴
忘
我
為
」
」
。
又
按
『
西
京
雑
記
』
陸
生

曰
、
「
乾
鵲
噪
而
行
人
至
」
。
老
杜
詩
、「
浪
傳
烏
鵲
喜
」
」。

○
易
―
『
周
易
』
「
家
人
」
に
「
家
人
、
利
女
貞
」
、
王
弼
注
に
「
家
人

之
義
、
各
自
脩
一
家
之
道
、
不
能
知
家
外
他
人
之
事
」
、
彖
伝
に
「
家
人
、

女
正
位
乎
内
、
男
正
位
乎
外
。
男
女
正
、
天
地
之
大
義
也
。･

･
･

」
と
あ

る
。

(

竹
内
記)
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【
先
行
抄
本
研
究
】

○
上
句
～
情
也

香
本
、
文
は
一
致
。「
上
句
」
～
「
二
句
」
と
「
先
生
」
の
間
に
「
文

集
家
人
作
閨
人
」
と
あ
る
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
家
人
～
大
義
也

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
は
じ
め
の
「
家
人
」
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
一
部
一
致
。
両
本
は
「
卦
彖
曰
家
人
女
正
位
乎
内
、

男

。
位
乎
外
、
男
女
正
天
地
之
大
義
也
」
、
毛
本
は
「
卦
彖

正

曰
家
人
女
正
位
乎
内
、
男
正
位
乎
外
、
男
女
正
天
地
之
大

義
」
と
の
み
あ
り
。

○
言
稚
川
～
忘
タ
ヨ

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
言
」
な
し
。
「
打
ワ
ツ
テ
」
を
「
打

ハ
ツ
テ
」
、「
忘
タ
ヨ
」
を
「
忘
レ
タ
ヨ
ソ
」
と
作
す
。

注

「
元
注
、香
云
、豫
章
文
集
亦
有
此
元
注
、盖
黄
氏
注
欤
、

ヽ

ヽ

「
或
抄
云
、元
者
、人
名
也
、未
レ

見
二

出
処
一

也
、

「
瓢
謂
、元

ヽ

ヽ

者
、本
也
、言
二

本
注
一

也
、本
注
者
、旧
注
也
、抑
任
淵
注
外
ニ
、

ノ

別
有
旧
注
乎
、黄
茣
跋
所
謂
集
注
之
時
ハ
、任
注
ノ
前
ニ
、似
レ

有

旧
注

者
矣
、又
自
注
ノ
事
チ
ヤ
ト
、云
ヘ
ト
モ
、豫
章

ニ

一

文
集
ニ
ハ
、自
注
ア
ル
ヲ
、此
内
集
ノ
注
ヲ
、引
合
ス
レ
ハ
、別

也
、刻
楮
曰
、東
坡
集
亦
有
元
注
、
夫
ハ
、指
二

古
注
一

ト
云
、瓢

ヽ

ヽ

ソ
レ

熟
按
、旧
注
之
義
、可
乎
、所
以
者
何
、曇
橘
洲
光
明
蔵
、橘
洲

ハ

曇
少
雲
秉

史
筆
一

、勾
二

索
佛
祖
機
縁
一

、云
々

四
明
々
禅

ノ

ヲ

ニ

ノ

人
校

定
元
本

、刊
行
、云
々

是
指

旧
本

、為

元
本

ヽ

ヽ

ニ

ヲ
一

ニ

一

ニ

一

之
證
拠
也
、

「
又
三
体
絶
句
君
山
詩
注
、有
元
本
之
字
、

ノ

ヽ

ヽ

又
薛
能
呉
姫
之
詩
注
、
亦
有
元
集
之
字
、
又
王
建
宮
詞
、
臥
看

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

牽
牛
織
女
星
之
注
、
亦
有
元
集
之
字
、
共
是
指
本
集
者
、
実

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

也
、注

「
「
元
注
」
、
香
云
は
く
、「
『
豫
章
文
集
』
も
亦
た
此
の
「
元
注
」

あ
り
。
盖
し
黄
氏
の
注
な
る
か
。
」
と
。

「
或
る
抄
に
云
は
く
、「
元
」
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は
、
人
名
な
り
。
未
だ
出
処
を
見
ざ
る
な
り
。

「
瓢
謂
へ
ら
く
、「
元
」

は
、
本
な
り
。
本
注
を
言
ふ
な
り
。
本
注
は
、
旧
注
な
り
。
抑
そ
も
任

そ
も

淵
注
の
外
に
、
別
に
旧
注
有
り
。
黄
茣
跋
謂
ふ
所
の
集
注
の
時
は
、
任

注
の
前
に
、
旧
注
有
る
に
似
た
り
。
又

自
注
の
事
ぢ
ゃ
と
、
云
へ
ど

も
、『
豫
章
文
集
』
に
は
、
自
注
あ
る
を
、
此
の
『
内
集
』
の
注
を
、
引

合
す
れ
ば
、
別
な
り
。
刻
楮
曰
は
く
、
『
東
坡
集
』
も
亦
た
「
元
注
」
有

り
。
夫
は
、
古
注
を
指
す
と
云
ふ
。
瓢
熟
づ
く
按
ず
る
に
、
旧
注
の
義
、

そ
れ

つ
く

可
な
り
。
所
以
と
す
る
は
何
ぞ
や
、
曇
橘
洲
「
『
光
明
蔵
』
の
橘
曇
少
雲

史
の
筆
を
秉
り
、
佛
祖
の
機
縁
を
句
索
す
、
云
々

」
、
「
四
明
々
禅
人

元
本
を
校
定
し
刊
行
す
、
云
々

」
と
。
是
れ
旧
本
を
指
し
、
元
本
と
為

す
の
證
拠
な
り
。

「
又

『
三
体
』
絶
句
「
君
山
」
詩
注
に
「
元
本
」

の
字
有
り
。
又

薛
能
「
呉
姫
」
の
詩
注
も
亦
た
「
元
集
」
の
字
有
り
。

又

王
建
「
宮
詞
」
、
「
臥
し
て
看
る
牽
牛
織
女
星
」
の
注
も
亦
た
元
の

字
有
り
。
共
に
是
れ
本
集
を
指
す
は
、
実
な
り
。

【
語
注
】

○
豫
章
文
集
―
四
部
叢
刊
本
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
巻
九
に
見
え
る
本

詩
の
注
は
、
任
淵
注
に
引
く
「
元
注
」
と
一
致
す
る
。『
内
集
詩
注
』
は

「
元
注
」
を
複
数
回
引
い
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
『
豫
章
先
生
文
集
』

の
注
と
一
致
す
る
が
、
『
豫
章
先
生
文
集
』
に
見
え
な
い
も
の
も
あ
る
。

た
と
え
ば
『
内
集
詩
注
』
巻
一
「
詠
史
呈
徐
仲
車
」
詩
題
注
、
巻
二
「
寄

裴
仲
謀
」
注
に
引
く
元
注
な
ど
。
彭
叔
守
仙
は
『
豫
章
先
生
文
集
』
に

見
え
な
い
例
に
着
目
し
て
「
此
の
内
集
の
注
を
、
引
合
す
れ
は
、
別
な

り
」
と
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

○
黄
茣
跋
―
紹
定
五
年
（
一

こ

う

ふ

二
三
二
）
黄
茣
が
『
内
集
詩
注
』
を
重
刻
す
る
に
当
た
り
付
し
た
跋
。「
先

大
史
（
山
谷
）
詩
編
、
任
子
淵
爲
之
集
注
、
板
行
於
蜀
」
と
あ
る
。

○
刻
楮
―
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一
～
一
四
七
三
）
。
和
泉
の
人
。
竹

ず
い
け
い
し
ゆ
う
ほ
う

郷
子
、
刻
楮
子
と
号
す
。
相
国
寺
、
天
竜
寺
に
住
す
。
『
刻
楮
集
』
二
百

巻
あ
り
。
ま
た
蘇
東
坡
抄
『
脞
説
』
を
著
す
。

○
東
坡
集
―
『
蘇

ざ

せ

つ

東
坡
詩
集
註
』
巻
二
十
一
「
問
疾
」
詩
の
注
に
「
元
註
云
」
な
る
箇
所

が
見
え
る
。

○
曇
橘
洲
―
南
宋
・
橘
洲
宝
雲
（
少
雲
）
の
撰
に
『
大

光
明
蔵
』
三
巻
あ
り
。
石
渓
心
月
の
賛
偈
に
「
大
光
明
蔵
、
橘
洲
少
雲

秉
史
筆
、
勾
索
佛
祖
機
縁
、
摭
而
爲
書
使
學
者
詳
其
旨
歸
、
於
宗
門
非

小
補
也
。
然
後
人
傳
寫
爭
寶
之
、
而
真
贋
相
半
。
四
明
明
禪
人
校
定
元

本
刊
行
、
須
得
同
志
之
士
與
賢
士
大
夫
相
助
發
揮
之
」
と
あ
る
。

(

竹
内
記)

○
三
体
絶
句
―
『
三
体
詩
』
の
絶
句
か
。『
三
体
詩
』
は
南
宋
の
周
弼
に

よ
る
唐
代
の
選
集
。
こ
れ
以
下
、
『
三
体
詩
』
季
昌
注(

増
注)

と
一
致
す
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る
引
用
が
続
く
。
元
代
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
注
釈
書
で
現
存
す
る
『
三

体
詩
』
の
テ
ク
ス
ト
は
三
種
類
で
、
天
隠
圓
至
注
の
箋
註
本
、
元
・
裴
庾

は
い

ゆ

(

字
は
季
昌)

注
に
天
隠
圓
至
注
を
増
補
し
た
集
註
本
、
ま
た
そ
の
逆
で

天
隠
圓
至
注
を
裴
庾
注
に
増
補
し
た
増
注
本
が
あ
る
と
い
う
。
〔
６
〕
本

は
い

ゆ

来
は
国
会
図
書
館
蔵
の
彭
叔
守
仙
の
抄
と
さ
れ
る
『
絶
句
抄
』
を
参
照

す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
未
見
で
あ
る
た
め
、
以
下
『
三
体
詩
』

の
引
用
は
京
都
大
学
電
子
図
書
館
・
貴
重
資
料
画
像
を
参
照
し
た
。(

宋

・
周
弼
選

元
釋
・
圓
至
註
、
元
・
裴
庾
増
註
『
三
体
詩
』
三
巻

刊

は
い

ゆ

本

元
板
複
刻
五
山
版
。
先
程
の
分
類
で
は
増
注
本
に
あ
た
る
。)

○

君
山
詩
注
、
有
元
本
之
字
―
『
三
体
詩
』
「
君
山
」
の
末
尾
に
増
註(

季

昌
注)

「
元
本
湘
水
作
湖
水
」
と
あ
り
。(

巻
一

四
十
二
葉
裏)

○
薛

能
呉
姫
之
詩
注
、
亦
有
元
集
之
字
―
『
三
体
詩
』
薛
能
「
呉
姫
」
の
題

注
に
増
註(

季
昌
注)

「
薛
許
昌
元
集
呉
姫
詩
共
八
首
此
其
一
也
」
と
あ

り
。(

巻
一

二
葉
裏)

○
又
王
建
宮
詞
、
臥
看
牽
牛
織
女
星
之
注
、

亦
有
元
集
之
字
―
『
三
体
詩
』
王
建
「
宮
詞
二
首
」
の
二
首
目
「
臥
看

牽
牛
織
女
星
」
の
増
註(

季
昌
注)

に
「
元
集
流
螢
作
飛
螢･

･
･

」
と
あ
り
。

(

巻
一

七
葉
表)

(

「
三
体
絶
句
」
の
注
か
ら
、
こ
こ
ま
で
大
島
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
元
注
～
注
欤

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
注

元
注
云
々

」
と
あ
り
、
「
預
章
」
か
ら

「
注
欤
」
ま
で
同
じ
。
こ
の
後
に
「
又
先
生
自
注
欤
」
と

あ
る
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
或
抄
～
処
也

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
瓢
謂
～
拠
也

香
本
な
し

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

○
又
三
体
～
実
也

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

「
百
里
奚
、
風
俗
通
云
、
百
里
奚
為
秦
相
、
上
作
楽
、
所
賃
澣

カ
ミ
ニ

婦
、
自
言
知
音
、
援
琴
撫
絃
、
而
歌
此
、
因
尋
問

之
、
乃
其

フ
ニ

レ

妻

、云
々

憶
別
時
、作
臨
別
時
、今
日
富
貴
、無
日
字
、

メ
ナ
リ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ
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「
機
希
、韻
書
、門
関
戸
扃
、史
記
秦
本
紀
、機
希
、一
作
剡
移
、

ヽ

ヽ

「
講
云
、
烹
伏
雌
、
絶
其
生
雛
之
種
、
焚
門
牡
、
忘
有
穿
肱
之

＼

恐
、然
而
惜
百
里
奚
之
別
、故
不
惜
此
二
物
也
、

「
「
百
里
奚
」
、
『
風
俗
通
』
に
云
は
く
、
「
百
里
奚

秦
の
相
と
為
り
、

上
に
楽
を
作
る
。
賃
ひ
し
所
の
澣
婦
、
自
ら
知
音
と
言
ひ
、
琴
を
援
き

絃
を
撫
で
、
而
る
に
此
を
歌
ふ
。
因
り
て
尋
ね
て
之
に
問
ふ
に
、
乃
ち

其
の
妻
な
り
、
云
々

」
と

。
「
憶
別
時
」
を
、
「
臨
別
時
」
に
作
し
、
「
今

日
富
貴
」
、
「
日
」
の
字
無
し
。

「
「
機
希
」
、
韻
書
に
い
ふ
、「
門
関
戸
扃
」『
史
記
』「
秦
本
紀
」
に
、「
機

え
ん

い

希
」
は
、
一
に
「
剡
移
」
に
作
る
。

「
講
云
ふ
、
伏
雌
を
烹
、
其
の

生
く
る
雛
の
種
を
絶
し
、
門
に
牡
を
焚
き
、
穿
肱
の
恐
れ
有
る
を
忘
る
。

せ
ん

ゆ

然
る
に
百
里
奚
の
別
を
惜
し
み
、
故
に
此
の
二
物
を
惜
し
ま
ざ
る
な
り
。

【
語
注
】

○
風
俗
通
―
四
部
叢
刊
本
『
風
俗
通
義
』
十
巻(

常
熟
瞿
氏
鐵
琴
銅
劔
楼

藏
元
刊
本)

に
は
該
当
箇
所
な
し
。
佚
文
と
さ
れ
る
。
『
韻
府
群
玉
』
巻

二
「
機
希
歌
」
に
『
風
俗
通
義
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
「
百
里
奚
爲
秦

え

ん

い

相
、
上
作
樂
。
所
賃
澣
婦
自
言
知
音
、
呼
之
援
琴
撫
絃
而
歌
此
。
因
尋

問
之
、
乃
其
妻
云
」「
百
里
奚
、
五
羊
皮
、
臨
別
時
、
烹
伏
雌
、
炊
機
希
。

今
富
貴
、
忘
我
爲
」
と
あ
る
。
ま
た
、
現
在
確
認
で
き
る
古
い
例
と
し

て
、『
顔
氏
家
訓
』
書
證
篇
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

○
韻
書
―
『
古

今
韻
會
擧
要
』
平
声
上
「
希
」
字
の
語
注
に
「
門
關
謂
之
機
希
。
廣
韻
、

戸
扃
也
。
百
里
奚
炊
機
希
、
烹
伏
雌
」
と
あ
る
。
香
本
は
『
韻
會
』
の

書
名
を
挙
げ
て
引
用
し
て
い
る
。

○
史
記
秦
本
紀
―
『
史
記
會
注
考

證
』
『
史
記
會
注
考
證
校
補
』
を
調
べ
る
に
、
秦
本
紀
の
本
文
お
よ
び
注

に
「
機
希
」
「
剡
移
」
な
し
。
前
述
の
『
顔
氏
家
訓
』
は
蔡
邕
『
月
令
章

さ
い
よ
う

句
』
を
引
き
「
或
謂
之
剡
移
」
と
い
う
。

(

竹
内
記)

○
機
希
―
宋
・
佚
名
『
錦
繍
萬
花
谷
』
前
集

巻
十
六
に
も
「
機
希

歌
」
「
百
里
奚
仕
秦
其
妻
歌
曰
百
里
奚
五
羊
皮
憶
別
時
、
烹
伏
雌
炊
機
希

今
日
富
貴
忘
我
為
」
と
の
記
述
あ
り
。(

参
照:

宋
・
逸
名
『
錦
繍
萬
花

谷
』

上
海
辞
書
出
版
社

一
九
九
二
年

據
上
海
辞
書
出
版
社
蔵

明
嘉
靖
刻
本
影
印
原
書
版
框
高)

(

大
島
追
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
百
里
～
無
日
字

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。「
風
俗
通
」
の
上
に
「
百
里
奚
」
な
し
。「
琴
」
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を
「
琹
」
に
作
す
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。「
風
俗
通
」
の
上
に
「
百
里
奚
」
な
し
。

○
機
希
～
剡
移

香
本
、
一
部
一
致
。
「
韻
會
門
関
謂
之
機
、
廣
韻
希
戸
扃
也
」
と
あ

る
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。「
韻
書
」
を
「
韻
夷

(

お
そ
ら
く
「
夷
」

は
「
書
」)

と
作
す
。
「
史
記
秦
本
紀
」
は
十
行
ほ
ど
後
に

あ
る
も
の
が
入
り
込
ん
だ
か
。
米
沢
本
で
は
「
史
記
秦
本

紀
機
希
一
作
剡
移
」
と
あ
っ
て
も
、
『
史
記
』
本
文
か
ら
見

つ
か
ら
な
い
可
能
性
、
ま
た
月
舟
壽
桂
の
『
史
記
抄
』
等

の
識
語
を
確
認
す
る
必
要
も
あ
る
。
未
見
の
た
め
、
待
考
。

香
本
が
韻
書
を
「
韻
會
」
と
し
、
そ
れ
以
下
の
内
容
が
米
沢
本
と
一

致
せ
ず
、
月
舟
壽
桂
系
統
の
両
本
・
毛
本
が
同
じ
箇
所
を
「
韻
書
」
と

し
、
以
下
に
続
く
文
が
米
沢
本
と
一
致
す
る
た
め
、
こ
の
箇
所
も
米
沢

本
が
香
本
と
月
舟
壽
桂
本
を
比
較
し
て
抄
出
し
た
、
ま
た
は
月
舟
壽
桂

本
を
通
し
て
香
本
を
抄
出
し
た
可
能
性
を
挙
げ
て
お
く
。

○
講
云
～
二
物
也

香
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
講
云
」
な
し
。
「
恐
」
を
「
愁
」
に
作
す
。

「
然
」
の
下
に
「
而
」
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

【
調
査
補
注
】

「
烹
伏
雌
」
の
「
烹
」
の
右
上
に
茶
点
あ
り
。

身
如

「
刻
云
、上
句
謂
慈
母
、下
句
謂
家
人
之
愁
也
、雖
然
、

不
如
詠
稚
川
客
況
之
情
矣
、

「
蕭
云
、慈
母
毎
占
烏
鵲
喜

ラ
ン
ト
、
思
フ
時
ハ
、
飛
タ
ツ
、
ハ
カ
リ
ニ
、
ア
レ
ト
モ
、
如
病

鶴
翎
短
ホ
ト
ニ
、不
得
帰
也
、家
人
応
賦
機
希
歌
ト
、思
フ
時

ハ
、
心
モ
、
絲
ヲ
、
ト
キ
、
カ
子
タ
、
ヤ
ウ
ナ
リ
、
凡
詩
ハ
、
二

首
ト
、
連
テ
、
作
ル
時
ハ
、
前
篇
、
不
説
尽
処
ヲ
、
後
篇
ニ
、

作
リ
出
ス
也
、

身
如

「
刻
云
は
く
、
上
の
句
は
慈
母
を
謂
ひ
、
下
の
句
は
家
人
の
愁
を

謂
ふ
な
り
。
然
り
と
雖
も
、
稚
川
の
客
況
の
情
を
詠
じ
る
に
如
か
ず
。

「
蕭
云
は
く
、「
慈
母

毎
に
烏
鵲
の
喜
び
を
占
」
ら
ん
と
、
思
ふ
時
は
、
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飛
た
つ
ば
か
り
に
あ
れ
ど
も
、「
病
鶴
の
翎
短
き
が
如
き
」
ほ
ど
に
、
帰

る
を
得
ざ
る
な
り
。
「
家
人
応
に
機
希
の
歌
を
賦
す
べ
し
」
と
、
思
ふ
時

は
、
心
も
糸
を
と
き
か
ね
た
や
う
な
り
。
凡
そ
詩
は
、
二
首
と
連
て
作

る
時
は
、
前
篇
説
き
尽
く
せ
ざ
る
処
を
、
後
篇
に
作
り
出
す
な
り
。

【
語
注
】

○
毎
占
烏
鵲
喜
―
『
西
京
雜
記
』
巻
三
「
樊
噲
問
瑞
應
」
に
「
乾
鵲
噪

而
行
人
至
」
と
あ
る
（
任
淵
注
に
引
く
）
。

(

竹
内
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
刻
云
～
情
矣

香
本
、
一
致
せ
ず
。
「
先
生
代
稚
川
而
賦
客
況
之
情
状
而
已
」
と
の

み
あ
る
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
刻
云
」
を
「
或
云
」
に
作
す
。
「
家

人
」
の
「
人
」
な
し
。
「
客
」
を
「
学
」
に
作
す
。

○
蕭
云
～
出
ス
也

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。「
帰
」
を
「
皈
」
に
、「
ナ
リ
」
を
「
也
」
、

「
後
篇
ニ
」
を
「
后
篇
」
に
作
す
。

此
曲

「
蕭
云
、双
桂
義
、此
曲
言
竹
枝
歌
也
、朱
門
所
唱
縈

雲
曲
也
、彼
竹
枝
不
可
歌
也
、唯
湖
南

湖
北
可
歌
之
耳
、續

翠
義
、此
曲
言
所
謂
身
如
病
鶴
云
々

、心
似
乱
絲
云
々

、二
句
也
、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

如
此
之
詩
、
非
朱
門
之
所
可
歌
、
湖
南

湖
北
、
以
竹
枝
可
歌

之
也
、

「
蕭
云
は
く
、
双
桂
の
義
に
い
ふ
、
此
の
曲
は
、
竹
枝
歌
を
言
ふ
な
り
。

朱
門

唱
ふ
所
は
縈
雲
曲
な
り
。(

朱
門
の
よ
う
な
高
貴
な
者
に
は)

彼

の
竹
枝
は
歌
ふ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
唯
だ
湖
南
・
湖
北

之
を
歌
ふ
べ

き
の
み
。
続
翠
の
義
に
い
ふ
、
此
の
曲
は

所
謂
「
身
如
病
鶴
云
々
」
、「
心

似
乱
絲
云
々
」

の
二
句
を
言
ふ
な
り
と
。
必
ず
此
の
詩

朱
門
の
歌
ふ
べ

き
所
に
非
ず
。
湖
南
・
湖
北

竹
枝
を
以
て
之
を
歌
ふ
べ
き
な
り
。

【
語
注
】

○
双
桂
―
惟
肖
得
巌(

一
三
六
〇
‐
一
四
三
七)

。
号
は
蕉
雪
。
備
中
の

人
。
わ
が
国
初
の
東
坡
詩
講
者
。
著
書
に
『
荘
子
口
義
』
、
『
東
海
瓊
華

け
い

か

集
』
あ
り
。

○
続
翠
―
禅
僧
の
江
西
龍
派(

一
三
七
五
‐
一
四
四
六)

。

号
は
續
翠
、
木
蛇
。
著
書
に
『
杜
詩
續
翠
抄
』
、
『
續
翠
詩
集
』
な
ど
。
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(

大
島
記)

【
先
行
抄
本
調
査
】

○
蕭
云
～
歌
之
也

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
病
鶴
云
々

」
を
「
病
鶴
―
」
、
「
乱
絲

云
々

」
を
「
乱
絲
―
」
と
作
す
。

「
竹
枝
歌
、三
体
詩
季
昌
注
云
、本
楚
声
、関
州
男
女
多
唱
、其

ハ

ノ

流
起
二

於
夜
郎
竹
節
一

、

ノ

ヨ
リ

「
又
東
坡
忠
州
竹
枝
歌
叙
云
、
竹
枝
歌
、
本
楚
声
、
幽
怨
惻

ノ

ハ

怛
、有
下

所
二

深
悲
一

者
上

、云
々

「
捴
而
竹
枝
有
二
説
、
其
一
云
、
撃
二

竹
枝
一

而
歌
レ

之
、
如

乄

下

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

日
本
諸
神
祭
礼
、
小
童
撃
二

竹
枝
一

、
云
中

一
里
方
々

有
上
レ

祭

ノ

ニ

ヲ

ホ
ウ

〱

リ
ト

サ
イ

ヽ

ヽ

之
類
也
、
其
一
云
、
如
二

日
本
放
下
一

、
手
取
下

如
二

筆
管
一

之
竹

ホ
ウ

ノ

＼

ヽ

ヽ

ヽ

二
枚
上

、
合
二

歌
曲
一

撃
レ

之
、
号
曰
二

、
子
切
子
一

也
、
又
見
二

于
劉

ヲ

テ

ニ

コ

キ
リ

コ
ト

禹
錫
竹
枝
詞
之
日
出
三
竿
春
霧
渚
之
注
一

、

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ニ

「
「
竹
枝
歌
」
は
、『
三
体
詩
』
季
昌
注
に
云
は
く
、
「
本
は
楚
声
な
り
。

関
州
の
男
女

多
く
唱
へ
、
其
の
流
れ

夜
郎
の
竹
節
よ
り
起
こ
る
。
」

と
。

「
又

東
坡
の
忠
州
の
「
竹
枝
歌
」
「
叙
」
に
云
は
く
、
「
竹
枝

歌
」
は
、「
本
は
楚
声
な
り
。
幽
恨
惻
怛
に
し
て
、
深
く
悲
し
む
所
の
者

有
り
云
々

」
と
。

「
捴
し
て
竹
枝
に
二
説
有
り
。
其
の
一
に
云
は
く
、

竹
枝
を
撃
ち
て
之
を
歌
ふ
。
日
本
諸
神
の
祭
礼
に
小
童

竹
枝
を
撃
ち

一
里
方
々

祭
有
り
と
云
ふ
如
き
の
類
な
り
。
其
の
一
に
云
は
く
、
日

さ
い

本
放
下
の
如
く
、
手
に
筆
管
の
竹
二
枚
を
取
り
、
歌
曲
に
合
て
之
を
撃

ほ
う

か

ち
、
号
し
て
子
切
子
と
曰
ふ
な
り
。
又

劉
禹
錫
の
「
竹
枝
詞
」
の
「
日

こ

き
り

こ

出
三
竿
春
霧
渚
」
の
注
に
見
ゆ
。

【
語
注
】

○
竹
枝
歌
―
劉
禹
錫
が
楚
地
方
の
郎
州
に
左
遷
さ
れ
た
と
き
に
、
楚
の

歌
謡
を
採
集
し
た
歌
が
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
劉
禹
錫
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。

○
『
三
体
詩
』
季
昌
注
―
前
述
を
参
照
。

○
本
楚
声
関
州
男

女
唱
其
起
於
夜
―
『
三
体
詩
』
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
」
注
に
は
同
様
の
記

述
は
な
く
、
お
な
じ
『
三
体
詩
』
中
で
も
先
に
配
列
さ
れ
た
李
渉
の
「
竹

枝
詞
」
増
注
に
「
本
楚
声
関
州
男
女
唱
其
起
於
夜
郎
竹
節
」
の
記
述
が
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確
認
で
き
た
。(

参
照
：
先
述
の
京
都
大
学
付
属
図
書
館
蔵
『
三
体
詩
』)

ま
た
、
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
・
江
戸
刊
本
『
三
体
詩
』
（
内
題

『
諸
家
集
註
唐
詩
三
軆
家
法
』「
享
保
戊
戌
年
初
夏
吉
旦

洛
陽

書
肆

含
英
堂

明
誠
堂

新
刻
」
の
刊
記
あ
り
）
巻
上

二
十
三
葉
表

李
渉
「
竹
枝
詞
」
の
題
注
中
の
増
注(

季
昌
注)

に
は
「
夜
郎
竹
節
」
が

「
夜
侖
竹
戲
」(

「
夜
即
竹
節
」)

と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
同
書

巻

上

五
十
六
葉
裏

劉
禹
錫
「
竹
枝
詞
」
の
題
注
中
の
増
注(

季
昌
注)

に
は
「
夜
葺
」
と
あ
っ
た
。

○
又
東
坡
忠
州
竹
枝
歌
本
楚
声
幽
怨
惻

怛
有
所
深
悲
者
―
宋
・
蘇
軾
撰

宋
・
王
十
朋
集
注

宋
劉
辰
翁
批
点

『
王
状
元
集
註
分
類
東
坡
先
生
集
詩
』
巻
二
十
四
「
竹
枝
詞
」
の
「
叙
」

に
、
「
竹
枝
歌
本
楚
声
幽
怨
惻
怛
有
所
深
悲
者
」
と
あ
り
。(

『
王
状
元

集
註
分
類
東
坡
先
生
集
詩
』
二
十
五
巻
。
岩
瀬
文
庫
蔵

明
刊
本
参
照
。)

○
子
切
子
―
田
植
え
歌
の
際
に
竹
を
も
っ
て
打
ち
鳴
ら
す
楽
器
、
ま
た

は
民
謡
を
指
す
。
こ
の
箇
所
の
識
語
の
引
用
元
は
待
考
。

○
劉
禹
錫

―(

七
七
二-

八
四
二)

。
字
は
夢
得
、
中
唐
の
詩
人
・
政
治
家
。
憲
宗
の

ぼ
う
と
く

時
、
郎
州(

現
在
の
湖
北
省)

に
左
遷
さ
れ
た
。
夜
郎
の
土
地
の
風
俗
に

触
れ
、
楚
の
音
楽
に
「
竹
枝
詞
」
を
作
っ
た
。

○
劉
禹
錫
竹
枝
詞
之

日
出
三
竿
霧
渚
之
注
―
『
三
体
詩
』
劉
禹
錫
「
竹
枝
歌
」
の
題
注
に
圓

至
註
と
増
註(

季
昌
註)

が
あ
る
。
圓
至
註
に
は
「
集
註
竹
枝
詞
引
曰
余

来
建
平
里
中
児
聯
歌
竹
枝
吹
笛
撃
鼓
以
赴
瑁
含
思
宛
轉
有
淇
奥
之
艶
故

余
作
竹
枝
辭
「(

集
註

「
竹
枝
詞
」
の
「
引
」
に
曰
は
く
、
「
余

建

平
に
来
た
り
て
、
里
中
の
児

竹
枝
を
聯
歌
し
て
笛
を
吹
き
、
鼓
を
撃

ち
、
以
て
瑁
に
赴
く
。
含
思
宛
転
す
れ
ば
、
淇
奥(

『
詩
経
』
の
篇
名)

が
ん

し

え
ん
て
ん

き

い
く

の
艶
有
り
。
故
に
余

竹
枝
の
辭
を
作
る
」
と
。
」
と
あ
り
。
増
註(

季

昌
注)

に
は
「
按
禹
錫
傳
憲
宗
立
王
叔
文
等
敗
禹
錫
貶
朗
州
司
馬
州
接
夜

葺
諸
夷
風
俗
陋
甚
家
喜
巫
鬼
毎
祠
歌
竹
枝
鼓
吹
裴
回
其
声
傖
儜
禹
錫
謂

屈
原
居
沅
湘
間
作
九
歌
使
楚
人
以
迎
送
神
乃
倚
其
声
作
竹
枝
詞
十
餘
篇

於
是
武
陵
夷
俚
悉
歌
之
」(

按
ず
る
に
禹
錫
の
傳
に
、
「
憲
宗
立
ち
て
王

叔
文
等

禹
錫
を
破
り
て
朗
州
司
馬
に
貶
と
す
。
州

夜
郎
に
接
し
、

お

諸
も
ろ
の
夷
風

俗
陋
な
る
こ
と
甚
し
。
家
い
え
巫
鬼
を
喜
び
、
祠
る

ぞ
く
ろ
う

ま
つ

毎
に
竹
枝
を
歌
ひ
、
鼓
吹

裴
回
す
。
其
の
声

傖
儜
な
り
。
禹
錫
謂

そ
う
ど
う

へ
ら
く
屈
原

沅
湘
の
間
に
居
り
て
「
九
歌
」
を
作
っ
て
楚
人
を
し
て

以
て
神
を
迎
送
せ
し
む
。
乃
ち
其
の
声
に
倚
り
て
竹
枝
詞
十
餘
篇
を
作

る
。
是
に
於
い
て
武
陵
の
夷
俚
に
悉
く
之
を
歌
ふ
」
と
あ
る
。(

巻
一

い

り

三
十
一
葉
裏)

こ
の
箇
所
は
、
ほ
ぼ
『
新
唐
書
』
の
劉
禹
錫
の
列
伝
に
一

致
す
る
。
書
き
下
し
文
は
、
前
述
の
名
古
屋
大
学
付
属
図
書
館
蔵

江

戸
刊
本
『
三
体
詩
』
を
一
部
参
考
に
し
た
。

(

大
島
記)
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【
先
行
抄
本
調
査
】

○
竹
枝
歌
～
竹
節

香
本
、
な
し

両
本
・
毛
本
、
な
し

○
又
東
坡
～
云
々

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
ほ
ぼ
一
致
。
「
又
東
坡
忠
州
竹
枝
歌
叙
云
」
を
「
東

坡
詩
廿
四
巻
有
竹
枝
歌
并
叙
其
叙
曰
」
と
あ
る
。
「
有
所
」

の
上
に
「
若
」
の
字
あ
り
。
ま
た
米
沢
本
で
は
「
深
悲
者

云
々

」
と
、
記
述
が
お
わ
っ
て
い
る
が
、
両
本
・
毛
本
で

は
「
深
悲
者
、
豈
亦
往
昔
之･
･
･

」
と
続
い
て
い
る
。

○
捴
而
～
之
注

香
本
、
な
し
。

両
本
・
毛
本
、
な
し
。

【
調
査
補
注
】

「
三
体
詩
季
昌
注
云
、
本
楚
声
、
関
州
男
女
」
の
箇
所
は
、
紙
が
切
り

取
ら
れ
た
後
、
さ
ら
に
後
ろ
か
ら
紙
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
書
き
つ
け
ら

れ
た
形
跡
あ
り
。

「
子
切
子
」
の
上
の
「
子
」
の
右
上
に
茶
点
あ
り
。

(

大
島
記)

【
余
滴
】

本
稿
で
は
「
次
韻
稚
川
客
舎
二
首
」
を
題
材
と
し
て
挙
げ
た
。
『
山
谷

詩
集
注
』
で
次
に
配
列
さ
れ
る
「
王
稚
川
既
得
官
都
下
有
所
盼
未
帰
予

戯
作
林
夫
人
欸
乃
歌
二
章
与
之
竹
枝
歌
本
出
三
巴
其
流
在
湖
湘
欸
乃
湖

南
歌
也
」
の
詩
題
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
こ
の
長
い
詩
題

に
、
香
本
、
米
沢
本
、
岩
瀬
文
庫
所
蔵
『
山
谷
詩
集
注
』
が
と
も
に
不

審
を
抱
い
て
い
る
。
香
本
に
は
「
注

開
板
時
未
正
後
篇
二
章
之
序
雑

亂
欤
。
注

竹
枝
歌
見
下
注
此
六
字
繞
路
非
天
社
注
欤
不
審
」
、
米
沢
本
に

は
「
竹
枝
歌
云
々

、
刻
云
大
全
集
、
竹
枝
歌
以
下
十
三
字
、
在
前
詩
、

湖
南
湖
北
竹
枝
歌
句
之
注
也
、
又
欸
乃
以
下
六
字
、
此
詩
序
之
注
也
、

並
細
字
写
之
、
蓋
板
者
之
誤
也
、
」
と
あ
る
。
岩
瀬
文
庫
本
に
は
二
箇
所

同
様
の
記
述
が
あ
る
。
一
つ
目
は
頭
注
に
「
或
云
大
全
集
、
竹
枝
歌
以

下
十
三
字
、
在
前
詩
、
湖
南
湖
北
竹
枝
歌
句
之
註
也
、
欸
乃
以
下
六
字
、

此
詩
序
之
注
也
」
、
ま
た
二
つ
目
は
詩
題
の
「
竹
枝
歌
」
の
「
竹
」
の
字

の
隣
に
書
き
込
み
が
あ
り
、「
以
下
注
也
、
可
書
細
字
、
開
版
者
之
誤
耳
」

と
あ
る
。
米
沢
本
と
岩
瀬
本
の
指
す
、
注
と
し
て
細
字
に
す
べ
き
文
字

数
は
違
う
も
の
の
、
指
し
て
い
る
箇
所
は
同
じ
で
あ
り
、
当
時
彼
ら
の
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版
本
研
究
の
成
果
を
現
す
記
述
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

□
□
三

お
わ
り
に

本
稿
は
前
半
部
の
語
注
を
竹
内
航
治
が
担
当
し
、「
は
じ
め
に
」
、
「
お

わ
り
に
」
前
半
部
の
一
部
の
語
注
・
後
半
部
の
語
注
・
『
山
谷
抄
』
の
翻

刻
・
書
き
下
し
文
・
先
行
抄
本
調
査
・
調
査
補
注
に
つ
い
て
は
大
島
絵

莉
香
が
担
当
し
た
。
な
お
【
調
査
補
注
】
に
記
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、

大
島
が
平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
、
二
日
に
お
こ
な
っ
た
市
立
米
沢
図

書
館
で
の
調
査
に
よ
る
。
次
回
は
同
抄
の
「
詠
史
呈
徐
仲
車
」
を
挙
げ

る
予
定
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
立
米
沢
図
書
館
蔵
・
米
沢
善

本
百
二
十
九
、
『
山
谷
詩
集
注
』
二
十
巻
の
閲
覧
に
際
し
、
青
木
昭
博
先

生
、
関
谷
夏
美
様
よ
り
、
ま
た
画
像
掲
載
に
際
し
て
は
村
野
隆
男
図
書

館
長
様
よ
り
多
大
な
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
立
米
沢
図

書
館
の
皆
様
、
ま
た
先
生
方
の
平
素
よ
り
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注〔
１
〕(

市
立
米
澤
圖
書
館
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
・
同
志
社
東
方
文
化

講
座
委
員
會
編
『
米
沢
善
本
の
研
究
と
解
題
：
附
興
讓
館
舊
藏
和
漢
書

目
録
』)

市
立
米
澤
圖
書
館
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
燕
京
・
同
志
社
東
方
文
化

講
座
委
員
會

一
九
五
八
年

〔
２
〕
柳
田
征
司
氏
「
抄
物
目
録
稿(

原
典
漢
籍
集
類
の
部)

」(

『
訓
点

語
と
訓
詁
資
料
』
一
一
三)

訓
点
語
学
会

二
〇
〇
四
年

三
二
頁

〔
３
〕
倉
田
淳
之
助
氏
「
東
坡
抄
と
山
谷
抄
」(

『
米
沢
善
本
の
研
究
と

解
題
：
附
興
讓
館
舊
藏
和
漢
書
目
録
』)

市
立
米
澤
圖
書
館
、
ハ
ー
バ
ー

ド
・
燕
京
・
同
志
社
東
方
文
化
講
座
委
員
會

一
九
五
八
年

〔
４
〕
根
ヶ
山
徹
氏
「
月
舟
壽
桂
講
『
山
谷
幻
雲
抄
』
考
」(

『
東
方
学
』

一
一
五)

東
方
学
会

二
〇
〇
八
年

〔
５
〕
南
北
朝
時
代
の
五
山
版
に
従
っ
て
書
き
込
み
を
加
え
た
抄
本
。

二
十
巻
、
十
冊
。

〔
６
〕
堀
川
貴
司
氏
「
日
本
中
世
禅
林
に
お
け
る
三
体
詩
の
受
容
―
二

つ
の
注
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
よ
る
。
『
駒
澤
大
学
禪
研
究
所
年
報
』

第
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十
七
號
所
収
。(

駒
澤
大
学
禪
研
究
所

二
〇
〇
六
年
三
月)


